
バ
ロ
ン
の
反
乱
期
に
お
け
る
在
地
領
主
の
相
続
問
題

朝
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三

バロンの反甜切における在地領主の相続問題（朝治）

【
要
約
】
　
一
一
一
五
八
～
六
七
年
に
か
け
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
ヘ
ン
リ
三
世
と
特
権
諸
侯
と
の
間
で
生
じ
た
国
政
改
革
を
め
ぐ
る
対
立
や
抗
争
の
過
程

で
、
一
二
六
五
年
一
丹
の
い
わ
ゆ
る
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
議
会
へ
と
初
め
て
都
市
代
表
が
召
集
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
過
大
評
価
さ
れ
、
中
小

領
主
や
都
市
民
の
利
害
を
優
先
し
た
改
革
が
行
わ
れ
た
と
い
う
見
解
が
長
く
学
界
を
支
配
し
て
き
た
。
実
際
に
改
革
運
動
の
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
伯
や

バ
ロ
ン
な
ど
の
特
権
諸
侯
で
あ
る
が
、
当
時
彼
ら
は
封
臣
で
あ
る
在
地
の
中
小
領
主
と
の
間
に
、
領
地
の
占
有
や
相
続
、
寡
婦
産
の
帰
属
、
後
見
権
者
に

よ
る
不
当
収
奪
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
封
臣
に
よ
る
封
の
生
前
下
竪
な
ど
、
封
建
的
付
帯
義
務
に
由
来
す
る
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
本
稿
で
は
ケ
ム
ブ
リ

ッ
ジ
シ
ァ
の
在
地
領
主
と
、
そ
の
封
主
で
国
王
の
寵
臣
で
あ
っ
た
バ
ロ
ン
家
系
と
の
、
相
続
権
、
鰹
夫
産
、
寡
婦
産
、
荘
園
占
有
を
め
ぐ
る
馬
主
封
着
問

の
紛
争
と
そ
の
解
決
が
、
国
王
巡
回
裁
判
や
財
務
府
裁
判
所
で
の
や
り
と
り
を
経
て
、
諸
侯
に
よ
る
国
政
改
革
の
重
要
課
題
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
封
建

法
手
続
の
ル
ー
ル
と
そ
の
適
正
な
運
用
方
法
が
、
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
に
お
い
て
制
定
法
と
し
て
成
立
す
る
過
程
を
例
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
三
号
　
二
〇
〇
五
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

＝
一
五
八
－
六
七
年
に
生
起
し
た
バ
ロ
ン
の
反
乱
は
、
レ
ス
タ
伯
や
グ
ロ
ス
タ
伯
な
ど
、
一
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
有
力
大
貴
族
・
諸
侯

が
、
国
王
ヘ
ン
リ
三
世
に
国
政
改
革
を
迫
り
、
国
王
が
そ
れ
に
同
意
し
た
結
果
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
条
款
や
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
な
ど
の

改
革
計
画
が
作
ら
れ
、
ま
た
地
方
の
住
民
の
不
満
調
査
が
行
わ
れ
て
、
改
革
が
実
行
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
改
革
運
動
の
最

（325）1



終
局
面
で
、
一
二
六
五
年
～
月
に
い
わ
ゆ
る
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
議
会
が
開
か
れ
、
初
め
て
都
市
代
表
が
召
集
さ
れ
た
こ
と
を
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
史
に
お
け
る
庶
民
院
の
始
ま
り
で
あ
る
と
み
な
す
見
解
が
一
九
世
紀
後
半
に
立
て
ら
れ
、
長
く
人
ロ
に
旛
奥
し
て
き
た
。

こ
れ
は
議
会
政
治
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
意
義
を
高
く
評
価
し
よ
う
と
す
る
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
政
治
意
識
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
＝
二
世
紀
中
葉
に
起
き
た
実
際
の
改
革
運
動
の
過
程
に
お
い
て
は
、
運
動
の
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
州
代
表

の
中
小
領
主
や
都
市
代
表
の
市
民
で
は
な
く
、
伯
や
バ
ロ
ン
な
ど
の
特
権
諸
侯
で
あ
り
、
彼
ら
の
主
導
権
の
も
と
に
運
動
初
期
の
約
二
年
間
に

改
革
が
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
特
権
諸
侯
が
運
動
の
主
導
権
を
握
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
革
の
条
款
に
は
、
彼
ら
の
老
臣
で
あ
る
地
方

在
住
の
中
小
領
主
や
自
由
土
地
保
有
者
の
不
満
が
是
正
さ
れ
る
内
容
の
規
定
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
学
界
で
は
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て

　
①

き
た
。

　
封
主
で
あ
る
特
権
諸
侯
と
野
津
で
あ
る
中
小
領
主
と
の
間
に
は
、
封
建
的
付
帯
義
務
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
封
書
に
よ
る
出
仕
奉
仕
違
反
と
、

そ
れ
に
対
す
る
封
主
の
差
し
押
さ
え
実
行
と
に
関
連
し
て
、
；
一
世
紀
半
ば
に
は
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
利
害
が
対

立
す
る
状
況
の
中
で
、
領
主
・
特
権
領
主
が
、
老
臣
・
中
小
領
主
の
利
益
を
守
る
と
も
解
さ
れ
る
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
改
革
を
な
ぜ
実
行
し
た

の
か
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
古
く
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
が
、
地
方
社
会
の
行
政
や
統
治
に
お
け
る
中
小
領
主
の
進
出
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

王
や
諸
侯
の
現
地
役
人
に
対
し
て
、
自
ら
の
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
中
小
領
主
の
活
動
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
面
を
強
調
し
結
論
を
下
し
た
。

ま
た
ト
レ
ハ
ー
ン
は
一
九
世
紀
末
の
ス
タ
ッ
ブ
ズ
の
説
を
踏
ま
え
て
、
＝
二
世
紀
の
農
業
ブ
ー
ム
の
結
果
、
経
済
的
に
上
昇
し
た
地
方
在
住
の

中
小
領
主
が
、
自
ら
の
国
政
へ
の
参
加
を
要
求
し
、
か
つ
特
権
諸
侯
で
あ
る
レ
ス
タ
伯
ら
も
こ
れ
を
取
り
込
む
こ
と
の
で
き
る
包
容
力
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

利
他
主
義
者
で
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
我
が
国
で
は
城
戸
諸
氏
が
、
国
王
も
特
権
領
主
も
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
経
営
や
、
地
域
社
会
で
の

行
財
政
、
軍
事
役
務
な
ど
に
お
い
て
彼
ら
在
地
領
主
の
力
を
必
要
と
し
て
い
た
事
情
か
ら
、
国
政
事
項
に
関
し
て
も
彼
ら
の
同
意
を
取
り
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
必
要
を
認
め
始
め
た
事
例
と
し
て
、
改
革
の
歴
史
的
意
義
を
評
価
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
こ
の
問
題
に
接
近
す
る
。
す
な
わ
ち
反
乱
収
束
後
の
～
二
六
八
年
に
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
で
実
施
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バロンの反乱期における在地領主の相続問題（朝治）

さ
れ
た
巡
圓
裁
判
の
記
録
を
史
料
と
し
て
、
改
革
前
の
在
地
社
会
に
お
い
て
、
地
方
在
住
の
中
小
領
主
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
不
満
を
抱
え
て
い

た
の
か
を
調
べ
、
そ
の
不
満
の
原
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
特
定
す
る
べ
く
努
め
る
。
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
の
史
料
残
存
状
況
は
こ
の
種
の
調

査
に
は
好
都
合
で
あ
る
。
次
に
そ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
現
地
の
申
小
領
主
や
そ
の
封
主
に
当
た
る
バ
ロ
ン
（
直
臣
）
の
家
系
の
領
主
が

い
か
な
る
行
動
を
と
っ
た
の
か
を
、
当
時
の
司
法
や
行
政
の
史
料
を
用
い
て
調
べ
る
。
最
後
に
彼
ら
の
そ
の
よ
う
な
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な
経

路
を
伝
わ
っ
て
、
国
政
の
中
枢
で
改
革
に
携
わ
っ
て
い
た
特
権
諸
侯
に
伝
わ
り
、
改
革
が
実
現
し
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
を
見
つ
け
る
。
最

後
の
課
題
は
史
料
の
限
界
も
あ
り
、
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
冒
8
び
噌
国
．
閏
こ
恥
ミ
ミ
象
冒
臨
鴨
鷺
蕊
ミ
駄
b
u
ミ
§
ミ
沁
さ
ご
㌶
§
へ
国
恥
簿
ミ
§
b

　
O
×
｛
o
N
P
同
り
悼
α
曽
①
。
ウ
Ψ
o
巨
膳
5
拙
稿
｝
「
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
研
究
の
動

　
向
」
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
無
三
六
、
一
九
八
四
年
。

②
冒
8
ρ
§
聾
も
．
窓
ω
．

③
甥
Φ
訂
旨
夕
即
下
‘
ヒ
d
ミ
§
凡
ミ
き
き
ミ
肉
さ
、
ミ
”
乏
き
穴
冠
①
朗
6
認
も
℃
．

　
督
9
U
o
．
”
一
〇
謡
①
島
‘
マ
膳
沁
O
“
．
穿
⑱
び
節
δ
屋
霧
Φ
山
ひ
㊦
騨
。
℃
冠
。
噌
ε
巳
¢
鼠
チ

在
地
領
主
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
荘
園
保
有
と
は

　
舅
効
α
q
巳
ゆ
。
①
9
「
口
σ
環
。
ω
讐
呪
算
．

④
城
戸
毅
噸
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
世
紀
睡
東
京
大
学
出
版
会
、
【
九
八
○
年
、
一

　
二
〇
頁
。

⑤
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
す
る
筆
者
の
意
見
に
つ
い
て
は
拙
著
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。
『
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
乱
輪
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

　
〇
〇
三
年
、
第
一
章
、
特
に
二
七
頁
以
下
。

　
；
一
世
紀
の
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
に
お
い
て
は
、
北
部
は
イ
ー
リ
司
教
の
特
権
領
｝
ぴ
①
吋
受
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
除
い
て
同
州
に
は
一
四
の

王
国
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
（
郡
）
と
一
つ
の
バ
ラ
（
自
治
都
市
）
す
な
わ
ち
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
が
あ
っ
た
が
、
ス
テ
イ
ン
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
同
士
北

　
　
　
　
　
　
①

東
部
に
位
置
す
る
。
一
三
世
紀
に
は
同
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
に
は
六
つ
の
村
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
ス
ト
ウ
・
ク
ム
・
キ
ー
ω
8
≦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

o
信
筥
ゆ
償
ざ
O
器
《
ρ
○
器
《
ρ
O
o
器
《
ρ
O
o
団
ρ
O
o
≦
Φ
《
ρ
O
o
≦
○
《
村
に
は
二
つ
の
現
地
の
領
主
家
、
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ウ
地
区
の
エ
ン
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

イ
ン
国
ロ
σ
Q
醸
器
家
と
キ
ー
地
区
の
キ
ー
ρ
爵
家
と
が
そ
れ
ぞ
れ
荘
園
ζ
雪
霞
を
領
有
し
て
い
た
。
～
二
六
八
年
に
始
ま
っ
た
ケ
ム
ブ
リ
ッ

ジ
シ
ァ
で
の
巡
回
裁
判
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
キ
ー
家
の
ジ
ョ
ン
甘
ぎ
号
O
ξ
は
バ
ロ
ン
の
反
乱
に
際
し
て
反
乱
者
側
に
荷
担
し
、
反
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④

乱
終
結
後
に
そ
の
土
地
を
接
収
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
二
六
八
年
の
巡
回
裁
判
は
、
一
二
六
七
年
に
成
立
し
た
ケ
ニ
ル
ワ
ー
ス
裁
定

U
陣
。
ε
語
。
｛
囚
Φ
旺
写
o
H
跨
に
基
づ
い
て
、
反
乱
荷
担
者
の
荷
担
の
程
度
を
査
定
し
、
賠
償
金
の
支
払
い
と
交
換
に
各
自
の
保
有
地
を
回
復
さ

せ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
を
告
発
し
た
の
は
、
キ
ー
家
の
荘
園
が
属
す
ス
テ
イ
ン
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
陪
審
で
は
な
く
、
こ
の
臣
的
の

た
め
に
特
別
に
選
定
さ
れ
た
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
全
体
の
選
抜
陪
審
が
荷
担
の
事
実
を
告
発
し
た
。
ス
テ
イ
ン
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
で
は
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
他
に
は
、
ロ
ウ
ジ
ャ
・
ド
・
ラ
ヴ
ト
ッ
ト
図
。
σ
q
費
匙
Φ
U
毫
Φ
8
酔
の
土
地
が
接
収
さ
れ
た
件
が
告
発
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ケ
ム
ブ
リ

ッ
ジ
シ
ァ
の
全
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
を
見
渡
し
て
も
、
選
抜
陪
審
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
た
の
は
三
一
件
に
す
ぎ
ず
、
地
元
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

選
抜
陪
審
も
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
陪
審
も
、
少
な
め
に
事
例
を
告
発
し
た
と
思
わ
れ
る
。
反
乱
終
結
後
も
抵
抗
を
続
け
る
荷
担
者
の
拠
点
の
一
つ
と

な
っ
た
イ
ー
リ
の
近
く
に
あ
る
ス
テ
イ
ン
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
で
は
あ
る
が
、
現
地
民
が
こ
ぞ
っ
て
反
乱
に
荷
担
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
在
地
領
主
の
う
ち
二
名
し
か
保
有
地
を
接
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
荷
担
し
た
か
ら
に
は
そ
れ
な
り
の
切
羽
詰
ま

っ
た
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
で
は
彼
ら
を
反
乱
に
荷
担
さ
せ
た
の
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。

　
ジ
ョ
ン
は
現
地
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
で
は
、
地
域
住
民
か
ら
は
好
意
を
持
た
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
陪
審
は
、
巡
回
裁
判
に
際
し
て
審
問
項
目
表
を
あ
ら
か
じ
め
渡
さ
れ
、
項
目
に
該
当
す
る
事
例
を
告
発
箕
？

ω
Φ
艮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ス
テ
イ
ン
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
陪
審
は
ジ
ョ
ン
を
ま
っ
た
く
告
発
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

＝
一
六
八
年
の
巡
回
裁
判
で
は
、
彼
は
別
人
の
罰
金
支
払
い
の
保
証
人
と
し
て
指
名
さ
れ
て
い
る
。
保
証
能
力
の
あ
る
人
物
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
市
門
の
一
つ
の
外
側
で
生
じ
た
事
例
で
は
ジ
ョ
ン
は
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
た

が
、
そ
の
際
に
も
彼
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
陪
審
に
よ
る
告
発
で
は
出
廷
せ
ず
、
私
人
に
よ
る
告
訴
に
当
た
る
新
た
に
導
入
さ
れ
た
訴
訟
開
始

方
法
ρ
環
巽
①
貯
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
た
結
果
、
出
廷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
裁
判
に
際
し
て
ジ
ョ
ン
は
訴
答
手
続
き
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

陪
審
に
よ
る
審
理
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
す
る
と
原
告
は
あ
え
て
争
わ
ず
に
、
訴
え
を
撤
回
し
た
。
こ
れ
は
、
現
地
の

住
民
か
ら
構
成
さ
れ
る
陪
審
が
ジ
ョ
ン
に
好
意
的
な
結
論
・
評
決
を
出
す
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
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よ
う
に
ジ
ョ
ン
は
現
地
住
民
か
ら
は
好
意
を
持
た
れ
て
い
た
。
と
す
る
と
ジ
ョ
ン
が
反
乱
に
荷
担
す
る
理
由
は
、
現
地
人
同
士
の
謳
い
な
ど
の

ロ
ー
カ
ル
な
原
因
で
は
な
く
、
ほ
か
に
原
因
が
あ
っ
た
と
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ジ
ョ
ン
の
土
地
保
有
情
報
を
見
て
お
く
。
ジ
ョ
ン
の
父
と
思
わ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
・
キ
ー
を
巳
貯
穀
象
O
ξ
は
、
一
二
三
五
年
頃
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ド
．
ボ
ブ
リ
ッ
グ
芝
田
貯
日
匹
①
団
。
げ
ユ
σ
q
σ
q
、
か
ら
キ
ー
と
ア
ー
ミ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
．
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
ハ
ト
リ
国
匿
Φ
団
に
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
せ
て
囎
騎
士
封
㎞
を
保
有
す
る
と
、
バ
ー
ン
ウ
ェ
ル
修
道
院
文
書
集
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ジ
ョ
ン
自
身
に
つ
い
て
の
土
地
保
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
関
す
る
記
録
は
、
一
二
七
五
年
と
一
二
七
九
年
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ロ
ル
ズ
ま
で
現
れ
な
い
。
荘
園
領
主
と
し
て
の
ジ
ョ
ン
が
記
録
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
る
の
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
史
ミ
ら
ミ
貯
9
§
電
§
§
受
に
よ
れ
ば
一
二
六
七
年
か
ら
一
二
九
〇
年
の
間
で
あ
る
と
い
う
。
先
に
掲
げ
た

情
報
の
範
囲
内
で
は
、
ジ
ョ
ン
が
キ
ー
の
荘
園
の
領
主
で
あ
っ
た
と
い
う
根
拠
は
、
少
な
く
と
も
一
二
七
五
年
以
前
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。
父

と
目
さ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
保
有
権
を
確
認
さ
れ
た
の
が
一
二
四
二
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
し
ば
ら
く
情
報
が
途
絶
え
る
の
で
、
一
二
七
五

年
ま
で
の
間
、
キ
ー
家
は
こ
の
地
の
領
有
権
を
失
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

①
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
の
｝
四
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
王
領
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で

　
の
行
財
政
や
司
法
が
全
く
国
王
の
統
轄
下
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
は
、

　
実
情
に
あ
わ
な
い
。
ま
た
イ
ー
リ
司
教
の
特
権
領
一
ま
Φ
身
に
お
い
て
は
、
司
教
の

　
裁
判
権
が
国
王
の
そ
れ
を
完
全
に
排
除
し
得
た
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
も
事
実

　
に
反
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
を
参
照
。
○
陣
営
鍔
ζ
二
毛
貯
ミ
窃
ミ
N
気
9
ミ
ー

　
§
ミ
ミ
選
出
』
蒙
ぎ
ミ
肉
、
軋
§
命
じ
。
乱
o
p
む
①
G
。
一
〇
9
B
矯
■
ζ
二
§
免
聖
、
㍗

　
辱
ミ
§
眠
寧
鳴
顛
ミ
ミ
ミ
肉
ミ
恥
導
竃
Φ
島
凝
℃
お
ω
ρ
お
①
Q
。
（
o
同
属
一
〇
ω
O
γ
署
層

　
α
命
ゆ
9
キ
ャ
ム
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
噴
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ァ
、
ウ
ォ
リ

　
ク
シ
ァ
、
ア
イ
ル
・
オ
ヴ
・
イ
ー
リ
を
除
く
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
に
お
い
て
は
、

　
私
領
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
　
＝
二
七
頁
。
し
か
し
キ
ャ
ム
の
本
罠

　
は
、
姦
智
と
特
権
領
と
の
区
別
を
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
な
お
次
も
参

　
照
さ
れ
た
い
。
ミ
ミ
ミ
貯
O
o
§
竜
奪
ミ
§
Ω
Q
、
、
図
研
軍
戸
ミ
謎
§
叙
導
馬
ミ
免
駄

　
肉
避
く
。
困
倉
箸
」
山
㎝
噂
げ
《
国
．
ζ
豪
①
「
’
「
芝
ざ
無
O
凌
層
乏
鼠
げ
Φ
o
戸
閃
ぞ
の
三

　
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
イ
ー
リ
の
リ
バ
テ
ィ
で
あ
り
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
の
ハ
ン
ド

　
レ
ッ
ド
で
は
な
か
っ
た
。
」

②
し
。
壽
爵
舅
℃
邑
罫
ω
垂
｛
訂
ヨ
b
ヴ
巳
ぴ
①
p
り
d
。
三
ω
里
謡
ω
［
。
詫
2
日
O
ξ
頃

　
ζ
螢
σ
q
8
≦
騒
げ
長
訂
欝
℃
営
爵
≦
臨
ぴ
飛
電
ヨ
の
六
か
村
で
あ
り
、
そ
の
申
に
小

　
村
冨
邑
段
と
し
て
カ
＄
畠
と
じ
。
号
が
含
ま
れ
て
い
る
。
固
有
名
詞
の
綴
り
は

　
0
5
・
の
例
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
様
々
で
あ
り
、
正
字
法
が
確
立
し
て
い
な

　
い
時
代
で
は
一
形
式
だ
け
を
頼
り
に
区
別
す
る
と
、
見
落
と
す
例
が
多
く
な
る
。

　
複
数
の
史
料
を
相
互
に
つ
き
あ
わ
せ
て
蓋
然
性
の
高
さ
で
同
定
作
業
を
進
め
る
し

　
か
な
い
だ
ろ
う
。
劉
有
名
詞
の
発
音
は
参
じ
綴
り
字
で
も
場
合
に
よ
っ
て
異
な
る

　
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
綴
り
字
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
皿

　
つ
に
絞
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
た
危
険
で
あ
る
。
外
国
語
の
発
音
を
日
本
語
の
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カ
タ
カ
ナ
表
記
に
す
る
こ
と
自
体
、
無
理
な
作
業
を
し
て
い
る
の
で
、
ど
れ
く
ら

　
い
近
い
か
と
い
う
程
度
問
題
で
あ
る
と
見
な
す
方
が
、
作
業
効
率
上
有
効
で
あ
る

　
と
考
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
の
地
名
や
人
名
の
表
記
は
、
史
料
上
で
の
原
綴
り
を

　
優
先
し
て
い
る
。
同
一
人
物
や
地
名
に
複
数
の
綴
り
字
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
が
、

　
そ
れ
は
史
料
ご
と
に
異
な
る
綴
り
で
登
場
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
誤
植
の
故
で
は

　
な
い
。

③
荘
園
の
規
模
は
、
（
ミ
ミ
帖
ミ
惑
，
§
、
，
§
㌧
く
。
老
者
も
．
8
刈
）
一
二
七
九
年
時

　
点
で
の
ジ
ョ
ン
の
封
主
で
あ
る
≦
聾
鐙
鳥
Φ
↓
δ
泣
ξ
の
死
後
寝
間
記
録
O
匙
奪
㌣

　
誉
、
駄
辱
ミ
ミ
師
ミ
。
謹
宣
旨
§
、
』
§
四
”
く
。
ピ
も
。
曽
⇒
ρ
刈
〇
一
に
よ
れ
ば
、
家
宅
地
の
他
、

　
二
六
〇
エ
イ
カ
の
耕
地
、
牧
草
地
、
鳩
小
屋
、
水
車
、
番
地
な
ど
で
あ
り
、
上
記

　
芝
聾
2
は
イ
ー
リ
潤
教
か
ら
！
庶
で
保
有
す
る
。
彼
は
他
に
国
王
か
ら
も
三
シ

　
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
で
　
ハ
イ
ド
と
一
〇
エ
イ
カ
を
同
地
に
保
有
す
る
。
肉
冠
く
。
一
■

　
卜
⊃
も
．
お
㎝
．

④
㌘
票
。
口
Φ
8
誌
O
塗
。
Φ
甲
ピ
。
巳
。
ロ
し
零
露
＼
。
。
ω
曽
畿
し
。
■
毛
一
一
蕾
露
冨
N
琶
冨

　
に
よ
っ
て
イ
ヴ
シ
ャ
ム
の
戦
い
の
直
後
に
土
地
を
接
収
さ
れ
た
。

⑤
智
。
・
こ
＼
。
。
ω
u
ヨ
ω
ω
．

⑥
冒
ω
二
＼
。
。
。
。
“
巨
「
乏
費
Φ
の
小
修
道
院
院
長
が
罰
金
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
た

　
際
に
、
出
廷
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
と
菊
玉
露
号
U
ヨ
α
q
①
♂
Φ
と
が
保
証
人
と
し
て
指

　
定
さ
れ
た
。

⑦
智
多
く
。
。
G
。
“
巳
ご
ρ
器
肖
Φ
『
に
つ
い
て
は
闘
8
ダ
愚
．
ら
営
℃
マ
霧
｛
ゴ
円
同
？

　
冨
ヨ
P
o
や
9
r
竈
．
＝
一
－
一
H
♪
一
ω
G
。
－
ω
P

⑧
自
婁
罫
§
㌧
§
登
§
ミ
卑
q
騨
蹄
譜
b
d
§
罷
§
§
①
請
じ
d
《
駒
≦
．
O
憲
〆

　
○
効
ヨ
鐸
翫
σ
q
ρ
｝
O
O
メ
や
ト
○
①
一
．
な
お
§
鴨
b
d
◎
簿
駄
専
舞
自
竃
ω
ρ
一
㊤
卜
。
O
－
ω
押
F

　
Φ
卜
σ
N
で
は
、
一
二
四
二
年
に
同
じ
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
同
条
件
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・

　
ズ
ー
シ
ュ
≦
豪
賦
日
影
N
¢
o
冨
か
ら
保
有
す
る
と
あ
る
。

⑨
　
沁
ミ
ミ
寒
路
帖
さ
ミ
ミ
M
＜
o
ド
ド
曽
や
ヨ
．
H
8
日
島
2
葺
ρ
¢
a
｝
o
ぎ
弓
Φ
し
。
号

　
O
酷
く
①
冨
口
2
馨
幾
如
ヨ
冨
H
［
Φ
ヨ
｛
①
o
蝕
丁
零
ω
巳
一
一
審
舅
匹
Φ
｛
①
a
＞
号

　
空
。
ぎ
a
＞
①
叶
匙
①
げ
簿
ω
⑦
o
㌶
ヨ
8
導
〉
卑
9
同
目
塗
芸
評
Φ
げ
弓
師
Φ
＜
謎
芦
目
需
H

　
蝉
口
志
津
ヨ
×
嬬
匹
．
簿
匹
㊦
◎
に
×
臨
〉
＜
8
Φ
O
＞
嬬
ω
O
一
〉
虫
ψ
0
8
げ
讐
Φ
。
。
鴇
一
口
巳
餌
P
偉

　
縣
。
五
宝
即
濁
Φ
α
q
＞
冨
銭
ω
α
。
ヨ
巨
菊
Φ
α
q
＞
…
芝
。
一
』
も
護
り
①
し
。
訂
自
Φ
㎝
号

　
O
o
団
蹄
簿
「
〉
Φ
ご
且
①
陸
染
践
〉
｛
〉
審
鵠
腔
匹
Φ
空
＄
己
。
｛
臨
〉
閏
¢
び
Φ
a
簿
ω
巳
。
・

　
げ
Φ
話
象
び
霧
離
叫
。
＞
お
口
器
簿
｝
ま
2
耳
Φ
ヨ
壁
匡
象
げ
。
母
〉
「
＞
o
び
〉
‘
℃
昌
お
メ

　
』
o
訂
嘗
㊦
ω
儒
㊦
O
o
図
Φ
唱
曾
。
。
o
冨
号
国
費
①
8
樽
Φ
器
二
曹
暮
雪
㊦
旨
一
｛
8
島
〉
ヨ
一
写

　
母
仙
。
日
ぎ
。
＞
芝
巴
8
H
o
匹
Φ
ゴ
帥
覧
ド

⑩
§
ミ
貯
9
§
電
弱
§
g
9
ミ
守
書
蓬
ミ
§
駄
§
ミ
恥
ミ
肉
窪
く
。
轡
。
。
も
．

　
濠
．
～
二
六
七
年
か
ら
と
見
な
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
年
に
ジ
ョ
ン
が
国
王
と
和

　
解
し
土
地
を
回
復
す
る
条
件
が
整
っ
た
と
見
な
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
際
は
そ
の
年
に
は
土
地
圓
復
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
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ニ
　
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
反
乱
荷
担
の
意
味

1
　
反
乱
荷
担
と
は

国
王
ヘ
ン
リ
三
世
の
軍
勢
と
、
レ
ス
タ
伯
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
軍
と
が
実
際
に
戦
闘
す
る
の
は
、
一
二
六
四
年
四
月
は
じ
め
の
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ノ
ー
サ
ム
プ
ト
ン
で
の
戦
闘
か
ら
、
一
二
六
五
年
八
月
は
じ
め
の
イ
ヴ
シ
ャ
ム
で
の
戦
い
に
至
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
～
二
六
四
年
五
月
の

リ
ュ
イ
ス
で
の
戦
い
以
後
、
レ
ス
タ
気
球
の
事
実
上
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
ヘ
ン
リ
三
世
は
、
イ
ヴ
シ
ャ
ム
の
戦
場
で
王
子
エ
ド
ワ
ー
ド
と
グ
ロ

ス
タ
伯
の
軍
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
る
と
、
九
月
一
六
日
に
戦
争
終
結
宣
言
を
公
表
し
、
へ
二
六
四
年
四
月
以
後
こ
の
日
ま
で
の
戦
闘
に
お
い
て
、

国
王
に
敵
対
し
た
者
を
反
乱
荷
担
者
と
規
定
し
た
。
そ
の
結
果
そ
の
者
た
ち
は
領
地
を
王
の
手
へ
と
接
収
さ
れ
、
相
続
権
を
奪
わ
れ
る
（
廃
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

者
餅
⑦
象
鉱
夢
①
葺
①
匹
の
成
立
）
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
国
王
の
政
策
に
不
満
を
持
つ
者
た
ち
の
反
抗
は
こ
れ
で
収
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ヘ
ン
リ
は
改
革
運
動
中
に
新
た
に
作
ら
れ

た
国
政
改
革
の
為
の
条
款
な
ど
の
諸
規
定
を
す
べ
て
廃
棄
し
、
国
王
の
全
面
的
な
復
権
を
宣
言
し
た
の
み
な
ら
ず
、
廃
嫡
者
か
ら
取
り
上
げ
た

土
地
を
自
己
に
と
り
い
っ
た
者
た
ち
へ
と
無
差
別
に
下
賜
し
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
不
満
を
持
つ
者
た
ち
が
新
た
に
抵
抗
者
グ
ル
ー
プ

に
加
わ
り
、
レ
ス
タ
伯
の
居
城
で
あ
っ
た
中
英
の
巨
城
ケ
ニ
ル
ワ
ー
ス
や
、
周
り
を
沼
沢
地
に
囲
ま
れ
て
攻
め
難
い
イ
ー
リ
の
小
丘
H
巴
Φ
o
｛

国
ξ
な
ど
に
立
て
籠
も
っ
て
国
王
に
抵
抗
し
続
け
た
。
ヘ
ン
リ
は
王
子
エ
ド
ワ
ー
ド
や
寵
臣
ロ
ウ
ジ
ャ
・
リ
ボ
ー
ン
ら
を
そ
れ
ら
の
抵
抗
拠
点

へ
と
派
遣
し
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
が
、
レ
ス
タ
伯
の
子
心
シ
モ
ン
や
ヘ
ン
リ
・
オ
ヴ
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
な
ど
の
バ
ロ
ン
を
始
め
、
各
地
の

申
小
事
主
だ
ち
は
、
相
互
の
連
絡
を
取
り
、
ま
た
国
王
と
も
交
渉
を
続
け
つ
つ
、
抵
抗
の
旗
を
降
ろ
さ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
荷
担
者
た
ち
は
軍

事
的
に
国
王
と
対
立
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
領
地
導
燈
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
改
革
運
動
中
に
達
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

成
果
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
彼
ら
の
意
図
が
働
い
て
い
た
た
め
、
反
抗
を
止
め
な
か
っ
た
と
奮
え
そ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
一
一
六
六
年
四
月
に
、
か
つ
て
改
革
派
の
諸
侯
で
あ
っ
た
グ
ロ
ス
タ
伯
が
ロ
ン
ド
ン
へ
と
進
軍
し
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
で
イ
ー
リ
攻

撃
に
備
え
て
い
た
ヘ
ン
リ
三
世
は
背
後
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
伯
は
廃
嫡
者
へ
の
穏
便
な
措
置
を
と
る
よ
う
に
国
王
に
忠
告
し
た
た

め
、
教
皇
特
使
オ
ッ
ト
ー
ボ
ノ
の
忠
言
も
あ
り
、
ヘ
ン
リ
は
妥
協
を
決
意
し
た
。
複
数
の
諸
侯
や
法
律
家
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
委
員
会

に
廃
嫡
者
へ
の
土
地
回
復
策
を
作
成
さ
せ
、
同
年
一
一
月
一
日
に
ケ
ニ
ル
ワ
ー
ス
裁
定
と
し
て
公
表
さ
せ
た
。
こ
の
後
も
抵
抗
は
続
い
た
が
、

様
々
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
結
果
、
国
王
側
が
囲
み
を
解
き
、
立
て
籠
も
り
者
が
開
城
し
て
、
～
二
六
七
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
大
量
の
恩
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③

赦
が
出
さ
れ
て
抵
抗
は
終
わ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
1
も
七
月
二
九
日
に
国
王
に
よ
っ
て
赦
免
さ
れ
た
。

　
こ
の
一
連
の
経
過
を
見
る
と
ジ
ョ
ン
が
反
乱
に
荷
担
し
て
い
た
の
は
、
　
一
二
六
四
年
四
月
か
ら
＝
一
六
七
年
七
月
ま
で
の
問
で
あ
っ
た
と
い

う
解
釈
が
成
り
立
ち
そ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
一
二
六
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
巡
回
裁
判
の
記
録
に
は
、
ジ
ョ
ン
が
イ
ー
リ
に
立
て
籠
も
っ
て

周
辺
地
域
の
住
民
を
脅
か
し
た
と
い
う
事
例
が
現
れ
な
い
。
そ
の
記
録
に
ジ
ョ
ン
が
登
場
す
る
の
は
次
の
例
の
み
で
あ
る
。

　
①
シ
ェ
リ
フ
ω
冨
二
ゑ
に
次
の
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
キ
ー
に
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
土
地
を
接
収
し
、
そ
の
土
地
や
そ
の
産
出
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
が
彼
の
手
に
属
さ
な
い
よ
う
に
（
略
）
せ
よ
。
そ
し
て
次
回
の
巡
園
路
に
彼
が
出
廷
す
る
よ
う
に
知
ら
し
め
よ
。

　
②
（
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
）
陪
審
が
次
の
よ
う
に
告
発
し
た
。
冒
蕃
き
Φ
ω
芝
夕
霧
春
号
○
。
毛
○
団
が
ト
ラ
ン
ピ
ン
ト
ン
門
外
側
の
聖
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
タ
ー
教
会
を
襲
い
、
℃
Φ
聾
号
芝
ま
霞
昏
昏
の
妻
で
あ
っ
た
ω
器
一
等
の
物
で
あ
っ
た
毎
し
・
ω
Φ
け
な
ど
の
布
地
、
一
〇
〇
シ
リ
ン
グ
分
な

　
　
ど
を
略
奪
し
た
。
そ
れ
故
、
木
曜
日
に
か
の
ジ
ョ
ン
を
出
廷
さ
せ
る
よ
う
に
と
シ
ェ
リ
フ
に
命
じ
ら
れ
た
。
（
後
か
ら
の
書
き
加
え
）
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
後
、
前
述
の
ジ
ョ
ン
は
賠
償
金
を
支
払
っ
て
赦
さ
れ
た
。

　
③
（
ケ
ム
プ
リ
ッ
ジ
市
の
）
陪
審
が
次
の
よ
う
に
告
発
し
た
。
冒
訂
窪
Φ
も
。
○
巷
轟
き
器
傷
①
ω
嘆
冨
罵
（
囲
。
げ
Φ
き
巴
Φ
ω
興
σ
q
窪
艮
の
息
子
）

　
　
が
冒
訂
冒
Φ
ω
乏
巴
箒
ξ
づ
締
ゆ
β
Φ
巻
と
と
も
に
、
ト
ラ
ン
ピ
ン
ト
ン
門
外
の
聖
ピ
ー
タ
ー
教
会
に
き
て
、
そ
の
中
で
℃
Φ
け
2
号
類
F

　
　
げ
霞
訂
臼
の
妻
で
あ
っ
た
ω
筈
ぎ
p
か
ら
布
地
な
ど
を
奪
っ
た
。
そ
し
て
（
中
略
）
　
彼
女
に
一
〇
〇
シ
リ
ン
グ
の
価
値
の
o
o
ω
8
象
鋤
を

　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
引
き
渡
し
た
。

　
④
冒
訂
旨
①
ω
号
》
凱
Φ
ω
登
呂
と
そ
の
妻
ω
餌
甑
霊
が
冒
匿
暮
Φ
。
・
締
◎
9
罵
と
芝
聾
Φ
毎
ω
号
芝
き
8
σ
q
開
と
を
訴
え
た
ρ
器
毎
謀
員
。

　
　
彼
ら
は
甘
冨
弓
Φ
ω
q
Φ
ω
貰
お
団
と
と
も
に
、
治
世
五
一
年
目
の
ホ
ッ
ク
デ
イ
（
復
活
祭
後
の
第
二
火
曜
日
）
後
の
金
曜
日
に
、
ト
ラ
ン
ピ

　
　
ン
ト
ン
門
外
の
聖
ピ
ー
タ
ー
教
会
に
来
て
一
〇
〇
シ
リ
ン
グ
価
値
相
当
の
布
地
な
ど
を
奪
っ
た
。
彼
ら
は
国
王
に
敵
対
し
、
損
害
総
額
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
一
〇
〇
マ
ル
ク
で
あ
る
。
（
以
下
略
）

こ
れ
ら
四
件
は
内
容
か
ら
見
て
、
一
つ
の
事
件
の
一
連
の
経
過
を
示
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
②
で
は
審
問
項
目
表
に
従
っ
て
ケ
ム
ブ
リ
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バロンの反乱期における在地領主の相続問題（朝治）

ッ
ジ
市
の
陪
審
が
ジ
ョ
ン
を
告
発
し
た
が
、
彼
が
出
廷
し
な
か
っ
た
の
か
、
シ
ェ
リ
フ
に
よ
り
出
廷
を
強
制
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
出
廷
し
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
④
で
は
被
害
者
と
第
二
の
夫
が
自
ら
訴
え
た
。
ジ
ョ
ン
は
差
し
押
さ
え
で
強
制
さ
れ
て
い
る
の
に
、
出
廷
し
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
途
中
経
過
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
②
の
末
尾
に
後
か
ら
の
手
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
（
④
の
本
人
に
よ
る
訴
え
の
後
）
ジ
ョ
ン
は
賠
償
金
を
払
っ
て
国
王
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
た
。

　
④
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
か
ら
、
ジ
ョ
ン
が
事
件
を
起
こ
し
た
の
は
一
二
六
七
年
冬
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
イ
ヴ
シ
ャ
ム
の
戦
い
終

結
後
議
二
年
も
た
っ
て
い
る
。
反
乱
荷
担
と
い
う
に
は
時
期
が
ず
れ
す
ぎ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
ジ
ョ
ン
の
土
地
は
、
イ
ヴ
シ
ャ
ム

の
戦
い
直
後
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
に
よ
っ
て
反
乱
荷
担
者
と
し
て
接
収
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ジ
ョ
ン
が
反
乱
者
側
の
人
で
あ
る

こ
と
は
、
現
地
の
人
々
に
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
れ
に
該
当
す
る
事
件
は
巡
回
裁
判
記
録
に
は
記
入

さ
れ
て
い
な
い
。
改
革
運
動
申
に
ジ
ョ
ン
が
起
こ
し
た
国
王
へ
の
敵
対
的
行
為
と
は
、
暴
行
と
か
略
奪
と
い
っ
た
国
王
専
管
訴
訟
に
該
当
す
る

具
体
的
な
行
為
で
は
な
く
、
改
革
派
諸
侯
の
改
革
条
款
に
味
方
し
、
在
地
社
会
の
国
王
派
領
主
に
敵
対
的
な
何
ら
か
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
彼
に
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
ら
せ
た
原
因
と
な
る
事
態
は
、
反
乱
終
結
後
も
解
決
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
ジ
ョ
ン
は
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
動
き
を
や
め
ず
、
そ
れ
が
一
二
六
七
年
の
事
件
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。
反
対
に
国
王
に
味
方
し

た
側
か
ら
見
る
と
、
ジ
ョ
ン
が
国
王
か
ら
赦
し
を
得
る
ま
で
に
起
き
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
彼
を
8
⇔
9
冨
8
二
つ
ま
り
国
王
の
平
和
の
敵

と
み
な
し
て
、
賠
償
金
を
請
求
し
て
も
よ
い
存
在
で
あ
る
と
し
て
、
荷
担
者
扱
い
し
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
が
改
革
運
動
中

に
直
面
し
て
い
た
課
題
と
は
何
か
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

国
政
改
革
運
動
と
在
地
領
主
ジ
ョ
ン
の
課
題

　
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
が
直
面
し
て
い
た
課
題
を
探
る
際
に
手
が
か
り
と
な
る
記
事
が
、
先
に
も
述
べ
た
巡
回
裁
判
記
録
国
土
①
知
○
慶
に
残

さ
れ
て
い
る
。
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（
反
乱
荷
担
者
告
発
の
た
め
に
選
抜
）
陪
審
は
告
発
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
（
ア
ラ
ン
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
の
兄
弟
）
は
イ
ヴ
シ
ャ
ム
の
戦

　
　
い
の
直
後
に
キ
ー
に
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
タ
リ
ン
冒
匿
諺
Φ
ω
毫
窪
面
壁
の
土
地
を
接
収
し
、
直
後
の
ミ
ク
ル
マ
ス
に
地
代
の
う
ち
五
シ
リ
ン
グ
を
手
に

　
　
入
れ
た
。
そ
の
後
一
年
半
の
問
そ
の
土
地
を
保
有
し
、
そ
の
後
国
王
陛
下
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
か
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
そ
の
土
地
を
与
え
た
。
ウ

　
　
ィ
リ
ア
ム
は
そ
の
間
二
つ
の
期
問
の
地
代
か
ら
｝
○
シ
リ
ン
グ
を
受
け
取
っ
た
。
そ
し
て
他
の
地
代
の
う
ち
、
そ
の
土
地
が
国
王
陛
下
の
手
に
あ
る
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
ニ
マ
ル
ク
を
（
取
得
し
た
）
。

　
陪
審
は
ジ
ョ
ン
が
反
乱
に
荷
担
し
た
と
し
て
、
上
記
の
事
件
を
告
発
し
た
が
、
文
面
を
見
る
と
む
し
ろ
ジ
ョ
ン
は
土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
た

側
で
あ
り
、
陪
審
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
土
地
や
地
代
を
接
収
し
た
と
い
う
事
実
を
報
告
し
た
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ

ア
ム
は
接
収
と
い
う
事
実
を
後
か
ら
国
王
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
優
遇
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
ア
ラ
ン
と
と
も
に
国
王
の
寵
臣
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
土
地
を
接
収
し
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
反
乱
の
時
期
以
前
か
ら
ジ
ョ
ン
・
ド
・

キ
ー
の
土
地
に
利
害
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
キ
ー
家
は
一
三
世
紀
初
め
以
来
こ
の
地
に
荘
園
を
領
有
し
、
一
二
三
五
年
ま
で
は
、
エ
セ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ク
ス
に
本
拠
を
有
す
る
ホ
ブ
リ
ッ
グ
国
○
げ
訟
σ
q
σ
q
、
（
口
①
菩
議
α
Q
Φ
）
家
の
封
臣
で
、
キ
ー
の
荘
園
が
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
一
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

二
年
に
な
る
と
、
キ
ー
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
同
じ
土
地
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
か
ら
保
有
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
記
ホ

ブ
リ
ッ
グ
家
の
相
続
人
で
あ
る
モ
ー
ド
（
寓
蝉
信
傷
　
竃
鋤
什
帥
一
傷
P
　
　
　
　
層
）
が
ト
レ
イ
リ
家
の
当
主
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
ー
と
結
婚
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ま
も

な
く
一
二
三
五
年
頃
そ
の
ジ
ョ
ン
ー
が
死
ん
だ
。
未
亡
人
と
な
っ
た
妻
モ
ー
ド
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
と
再
婚
し
，
第
二
の
夫
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
、
妻
の
も
た
ら
し
た
財
産
を
支
配
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
鰹
夫
産
）
。
再
婚
の
時
期
や
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
土
地
を
支
配
し
始
め
た
理
由
や
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
二
四
二
年
時
点
で
は
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ド
・
キ
ー
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
か
ら
キ
ー
と
ハ
ト
リ
の
土
地
を
保
有
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
は
上
記
の
ウ
ィ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ア
ム
の
息
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ス
ト
ウ
・
ク
ム
・
キ
i
村
の
荘
園
の
在
地
領
主
で
あ
る
キ
ー
家
の
封
主
は
、
一
二
四
二
年
以
後
は
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ズ
ー
シ
ュ
家
に
か
わ
り
、
形
式
的
に
は
そ
の
状
態
は
少
な
く
と
も
、
上
記
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
が
一
二
六
五
年
八
月
に
ジ
ョ
ン
・

ド
・
キ
ー
か
ら
土
地
を
接
収
す
る
ま
で
続
く
。
つ
ま
り
ズ
ー
シ
ュ
家
は
自
己
の
封
臣
の
土
地
を
、
反
乱
に
荷
担
し
た
者
の
土
地
を
接
収
す
る
形

で
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
い
か
に
封
主
と
は
い
え
、
封
臣
か
ら
封
土
を
取
り
上
げ
る
の
は
異
常
な
こ
と
で
あ
る
。
前
主
ズ
ー
シ
ュ
家
と
封
臣
キ
ー
家
と
の
間
に
、
対
立

す
る
ほ
ど
の
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
史
料
に
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
＝
一
四
二

年
以
後
バ
ロ
ン
に
よ
る
国
政
改
革
運
動
の
始
ま
る
一
二
五
八
年
ま
で
に
、
キ
ー
家
は
田
部
と
の
間
に
翻
る
重
大
な
対
決
理
由
を
抱
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
も
う
～
人
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
に
反
抗
意
識
を
持
つ
者
が
い
た
。
そ
れ
は
ト
レ
イ
リ
家
の
ジ
ョ
ン
H
で
あ
る
。
母
モ
ー

ド
が
実
家
か
ら
も
た
ら
し
た
キ
ー
の
土
地
が
、
継
父
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
相
続
人
で
あ
る
ジ
ョ
ン
H
に

は
将
来
に
わ
た
っ
て
長
期
間
、
保
有
権
が
戻
っ
て
く
る
可
能
性
が
薄
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
H
の
相
続
権
を
遠
の
か
せ
た
も
う
～
つ

の
原
因
は
、
ジ
ョ
ン
の
後
見
権
と
結
婚
権
と
を
、
一
；
二
五
年
～
○
月
二
二
日
に
国
王
が
ス
ト
ウ
村
の
上
級
領
主
権
者
で
あ
る
し
σ
同
一
導
ω
o
昌
。
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

≧
き
に
、
五
〇
〇
マ
ル
ク
で
売
却
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
て
＝
一
三
五
年
以
後
キ
ー
村
の
荘
園
を
め
ぐ
っ
て
、
在
地
領
主
で
あ
る
キ
ー

家
は
封
主
で
あ
る
ズ
ー
シ
ュ
家
に
対
し
て
警
戒
心
を
持
ち
、
そ
の
土
地
に
対
す
る
潜
在
的
な
相
続
権
を
有
す
る
ジ
ョ
ン
互
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
は
、

螺
夫
産
を
た
て
に
そ
の
土
地
の
封
主
権
を
行
使
す
る
継
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
に
対
し
て
、
不
満
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

3

ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
領
主
権
の
行
方

　
　
二
四
二
年
以
後
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
・
キ
ー
の
キ
ー
の
荘
園
を
含
む
土
地
保
有
権
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
一
二
五
八
年
四
月
二
四
日
付
け

の
興
味
深
い
記
事
が
肉
§
鴨
愚
ミ
鴨
沁
ミ
ミ
蹄
零
註
§
ミ
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
国
王
は
キ
ー
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
息
子
の
ジ
ョ
ン
に
半
マ
ル
ク
を
免
除
し
た
。
そ
の
金
は
か
の
ジ
ョ
ン
と
前
述
の
彼
の
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
が
最
近
の
ケ
ム
ブ

　
　
リ
ッ
ジ
シ
ァ
に
お
け
る
巡
回
裁
判
の
際
、
あ
る
占
有
侵
奪
象
ω
器
一
ω
冒
に
関
し
て
裁
判
官
に
よ
っ
て
科
さ
れ
た
罰
金
で
あ
る
。
そ
し
て
財
務
府
の
バ
ロ
ン
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た
ち
は
、
前
述
の
ジ
ョ
ン
に
前
述
の
半
マ
ル
ク
を
免
じ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
国
王
に
よ
り
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
に
て
。
（
ヘ
ン
リ
三
世
の
治
世
四
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
困
）
四
月
四
臼
。
　
理
由
、
ジ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
貧
し
い
の
で
。

こ
の
事
例
で
は
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
息
子
ジ
ョ
ン
と
が
共
に
生
き
て
い
る
と
き
に
、
彼
ら
が
「
あ
る
占
有
侵
奪
」
事
件
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
理
由

に
息
子
だ
け
が
罰
金
を
科
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
事
件
と
裁
判
と
の
間
に
父
は
死
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
は

一
二
四
二
年
当
時
は
、
キ
ー
に
ズ
ー
シ
ュ
家
か
ら
囎
M
で
荘
園
を
保
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は
貧
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
で

あ
る
の
に
そ
の
息
子
の
ジ
ョ
ン
が
急
に
貧
し
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
キ
i
家
の
荘
園
保
有
が
脅
か
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
父

は
生
前
に
荘
園
の
占
有
を
息
子
に
引
き
渡
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
相
続
上
納
金
徴
収
権
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

封
主
は
、
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
父
が
死
ん
で
息
子
が
相
続
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
封
主
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・

ズ
ー
シ
ュ
が
そ
の
相
続
を
妨
害
し
、
息
子
が
そ
れ
に
反
抗
し
て
占
有
を
続
け
、
「
占
有
侵
奪
」
と
見
な
さ
れ
る
状
態
が
続
い
た
が
、
国
王
は
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

認
し
た
の
で
は
な
い
か
。
巡
回
裁
判
の
結
果
、
占
有
が
実
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
否
か
ま
で
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　
上
記
の
記
録
は
一
一
一
五
八
年
四
月
の
も
の
で
あ
る
が
、
奇
し
く
も
こ
の
月
に
諸
侯
に
よ
る
国
政
改
革
運
動
が
始
ま
っ
た
。
ジ
ョ
ン
の
よ
う
な

ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
の
片
田
舎
の
荘
園
領
主
が
、
特
権
諸
侯
が
主
役
の
国
政
改
革
運
動
に
関
与
す
る
に
至
る
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
関
与
の
可
能
性
を
暗
示
す
る
も
う
一
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
は
さ
ら
に
改
革
運
動
中
の
一
二
六
一
年
に
別
の

事
件
で
も
、
土
地
保
有
権
を
脅
か
さ
れ
て
い
た
。

　
　
イ
ー
リ
司
教
の
ス
テ
ユ
ワ
…
ド
で
あ
る
ロ
ウ
ジ
ャ
・
ド
・
レ
ス
タ
師
ζ
9
α
q
翼
葭
園
○
σ
Q
Φ
「
締
ピ
塁
8
ω
叶
禽
が
代
理
人
の
ζ
p
σ
q
一
ω
8
こ
。
写
号
景
髭
を
通

　
　
じ
て
、
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
に
対
し
て
民
訴
裁
判
所
で
争
っ
た
が
、
そ
の
際
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
ロ
ウ
ジ
ャ
が
法
廷
に
嵐
漉
し
な
か
っ
た
号
富
葺
た
め

　
　
に
裁
判
に
敗
れ
、
係
争
中
の
ω
”
。
≦
に
あ
る
土
地
と
付
属
権
お
よ
び
六
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
金
銭
が
聖
王
の
手
へ
と
没
収
さ
れ
る
と
い
う
判
決
が
下
っ

　
　
た
（
三
月
二
〇
日
）
。
そ
の
後
、
司
教
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
直
接
国
王
の
も
と
へ
願
い
出
て
、
こ
の
決
定
を
覆
し
て
、
土
地
を
回
復
で
き
る
よ
う
に
と
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
み
込
ん
だ
。
す
る
と
国
王
は
、
上
記
の
裁
判
官
に
そ
の
願
い
を
知
ら
し
め
た
玖
α
q
巳
｛
ド
象
信
ヨ
と
、
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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⑳

こ
の
記
事
か
ら
考
え
る
と
、
ジ
ョ
ン
は
キ
ー
の
荘
園
以
外
に
同
じ
村
の
ス
ト
ウ
地
区
に
も
土
地
保
有
し
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
そ
れ
に

対
す
る
土
地
保
有
権
ま
た
は
占
有
が
脅
か
さ
れ
て
訴
訟
と
な
り
、
司
教
の
代
理
人
を
相
手
に
争
い
、
勝
利
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
司
教
側
が
国

王
の
影
響
力
を
利
用
し
た
た
め
に
、
土
地
保
有
権
あ
る
い
は
占
有
を
取
り
戻
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う
状
況
を
読
み
取
り
う
る
。
ち
な
み
に
上
記

の
件
は
民
訴
裁
判
所
で
扱
わ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
こ
れ
が
民
訴
裁
判
宮
も
関
係
し
た
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
巡
圓
裁
判
で
の
判
決

　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
符
合
す
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
～
二
六
～
年
に
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
で
は
実
際
に
巡
圓
裁
判
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ロ
ウ
ジ
ャ
・
ド
・
レ
ス
タ
は
ぬ
面
し
な
か
っ
た
た
め
に
憐
燗
罰
を
科
さ
れ
た
巳
。
。
①
膏
。
凱
冨
と
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
記
の
判

決
は
三
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
で
の
巡
回
裁
判
は
同
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
訴
訟
に
破
れ
た
司
教
の

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
裁
判
結
果
を
覆
す
よ
う
す
ぐ
さ
ま
国
王
に
依
頼
し
、
国
王
が
司
教
側
に
味
方
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
を
見
る
と
、
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
は
＝
一
五
八
年
ま
で
に
キ
ー
の
荘
園
の
占
有
を
封
主
の
ズ
ー
シ
ュ
家
に
よ
っ
て
脅
か

さ
れ
、
ま
た
一
二
六
一
年
ま
で
に
ス
ト
ウ
の
土
地
の
占
有
を
イ
ー
リ
司
教
に
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
つ
の
事
件
と
も
に
封
主
や
特
権
諸
侯

の
背
後
に
国
王
が
い
て
、
前
者
の
例
で
は
国
王
は
半
マ
ル
ク
の
罰
金
を
免
除
し
て
く
れ
た
が
、
占
有
を
圓
復
し
て
は
く
れ
ず
、
後
者
の
例
で
は

裁
判
に
介
入
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
違
反
を
犯
し
て
、
ジ
ョ
ン
の
権
益
を
脅
か
し
た
。
ジ
ョ
ン
の
国
王
に
対
す
る
期
待
は
裏
切
ら
れ
た
と
い
っ
て

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
は
諸
侯
に
よ
る
国
政
改
革
運
動
進
行
中
に
、
在
地
領
主
が
国
王
の
政
策
に
疑
問
を
持
ち
始
め
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
二
六
五
年
に
レ
ス
タ
伯
が
敗
死
し
、
国
政
改
革
運
動
が
終
結
し
て
国
王
が
権
力
を
報
復
す
る
と
、
戦
い
の
直
後
一
二
六
五
年
八
月
に
、

ズ
ー
シ
ュ
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
い
よ
い
よ
ジ
ョ
ン
の
占
有
を
実
際
に
取
り
上
げ
る
行
動
に
移
っ
た
。
そ
れ
が
上
に
述
べ
た
イ
ヴ
シ
ャ
ム
の
戦
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

直
後
の
接
収
行
為
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
は
一
二
五
八
年
の
判
決
の
後
も
、
現
地
で
占
有
を
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ジ
ョ
ン
が
抱

え
て
い
た
脅
威
は
現
実
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
は
よ
り
反
抗
的
な
態
度
に
出
た
。
そ
れ
が
既
に
引
用
し
た
巡
園

裁
判
記
録
の
中
の
事
例
で
あ
る
。
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
ベ
イ
リ
フ
で
、
国
王
の
現
地
役
人
と
と
も
に
働
い
て
い
た
℃
簿
嘆
号
芝
一
一
ぴ
霞
蕃
巳
と
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⑳

そ
の
妻
ω
ゆ
甑
量
を
、
ジ
ョ
ン
が
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
町
は
ず
れ
で
襲
っ
て
布
地
な
ど
を
奪
っ
た
事
件
で
あ
る
。
布
地
の
略
奪
が
ジ
ョ
ン
の
目

的
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
荘
園
の
占
有
を
奪
わ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
、
国
王
に
反
抗
の

意
志
を
表
明
す
る
だ
け
で
も
意
味
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
想
像
を
裏
書
き
す
る
の
は
、
結
局
こ
の
略
奪
事
件
が
「
ジ
ョ
ン
が
国
王
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
赦
さ
れ
た
」
と
い
う
恩
赦
の
形
で
、
事
件
そ
の
も
の
の
内
容
に
は
全
く
ふ
れ
ず
に
、
決
着
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
敵
対
心
を

持
っ
て
い
た
国
王
と
ジ
ョ
ン
と
が
和
解
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
ジ
ョ
ン
が
荘
園
の
占
有
を
回
復
す
る
条
件
は
整
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
で
は
ジ
ョ
ン
は
実
際
に
土
地
を
回
復
で
き
た
の
か
。
＝
～
七
〇
1
七
一
年
の
頃
Φ
簿
。
｛
閃
訂
Φ
に
次
の
よ
う
な
事
例
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

冒
冨
弓
Φ
。
。
諭
O
o
≦
①
愚
が
≦
寒
期
語
㌶
N
8
滞
と
の
問
に
、
ρ
亀
と
ω
8
≦
と
に
あ
る
土
地
を
取
引
し
た
。
こ
れ
は
土
地
取
引
の
登
記
に

当
た
る
記
録
な
の
で
、
ジ
ョ
ン
の
荘
園
保
有
が
確
定
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ケ
ニ
ル
ワ
ー
ス
裁
定
に
規
定
さ
れ
た
賠
償
金
支
払
い

に
よ
る
領
地
の
回
復
と
い
う
原
則
は
、
実
際
に
は
擬
制
的
な
男
①
簿
○
｛
頃
3
⑦
の
形
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
事
例
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
論
点
は
、
キ
ー
の
荘
園
の
在
地
領
主
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ド
・
キ
ー
が
死
ん
だ
と
き
、
息
子
が
そ
の
荘
園
の
保
有
権
、
あ
る
い
は
占
有
を
す
ん
な
り
と
相
続
で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
の
が
第
～
点
で
あ

ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
相
続
を
封
主
が
拒
否
し
た
り
、
差
し
止
め
た
り
、
留
保
し
た
り
す
る
こ
と
が
法
理
論
上
は
と
も
か
く
、
現
実
に
広

く
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
に
起
因
す
る
紛
争
が
他
に
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
事
例
の
場
合
に
は
、
封
主
は

先
行
す
る
領
主
の
相
続
人
で
は
な
く
亡
夫
産
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
立
場
の
者
に
、
妻
が
も
た
ら
し
た
不
動
産
権
を
本
来
の
相
続
人
と
同
じ
立

場
で
行
使
す
る
権
限
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
在
地
領
主
ジ
ョ
ン
の
土
地
相
続
が
社
会
問
題
化
す
る
ほ
ど
広
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
～
時
的
な
問
題
な
の
か
、
た
ま
た
ま
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
と
い
う
個
人
の
独
善
的
な
性
格
に
由
来
す
る
問
題
に
す
ぎ
な
い
の

か
、
そ
れ
と
も
こ
の
よ
う
な
問
題
を
公
魚
権
力
が
解
決
す
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
べ
き
国
王
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
の
本
質
な
の
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
い
か
な
る
解
決
方
法
が
あ
り
得
た
の
か
。
解
明
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
論
理

的
考
察
に
移
る
前
に
、
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
封
主
た
る
べ
き
ジ
ョ
ン
H
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
の
相
続
権
回
復
に
つ
い
て
も
事
実
関
係
を
明
ら
か
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に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

バロンの反乱期における在地領主の糟続問題（朝治）

4

封
主
の
家
系
の
相
続
人
と
母
モ
ー
ド
の
寡
婦
産

　
ジ
ョ
ン
H
は
ジ
ョ
ン
ー
と
母
国
○
げ
ほ
σ
Q
α
q
．
家
の
モ
ー
ド
竃
き
ρ
ζ
p
巳
畠
と
の
間
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
直
後
の
＝
三
一
五
年
に
父
が
死
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

未
成
年
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
H
の
土
地
と
身
柄
に
関
す
る
後
兇
権
は
、
国
王
に
よ
っ
て
同
村
ス
ト
ウ
地
区
に
も
土
地
保
有
し
て
い
る
ブ
ラ
イ
ア
ン

蝉
賦
口
。
。
自
9
≧
き
に
、
結
婚
権
と
と
も
に
五
〇
〇
マ
ル
ク
で
売
り
渡
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
相
続
地
の
占
有
を
か
の
後
見
人
に
引
き
渡
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
、
国
王
は
エ
ス
チ
ー
タ
ニ
名
に
命
じ
た
。
さ
ら
に
こ
の
後
見
権
は
一
二
五
二
年
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
委
託
を
受
け
て
い
た
息
子
の
ト
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

日
げ
O
B
霧
ω
o
⇒
o
｛
b
d
臨
き
ω
o
口
○
出
≧
碧
へ
と
移
っ
た
こ
と
が
、
国
王
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
は
｝
八
歳
に
な
っ
て
い

た
が
ま
だ
成
人
と
見
な
さ
れ
ず
、
父
が
保
有
し
て
い
た
土
地
の
相
続
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
母
モ
ー
ド
は
こ
一
四
二
年
ま
で
に
は
死
ん
で
い
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
キ
ー
村
の
現
地
領
主
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
・
キ
ー
が
～
二

四
二
年
に
は
、
モ
ー
ド
か
ら
で
は
な
く
そ
の
第
二
の
夫
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
か
ら
保
有
し
て
い
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
妻
が
実
家
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
土
地
財
産
を
、
田
夫
産
と
し
て
保
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
ジ
ョ
ン
ー
は

た
と
え
成
人
し
て
ト
マ
ス
の
後
見
権
が
消
滅
し
た
と
し
て
も
、
継
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
繰
下
産
が
生
き
て
い
る
限
り
、
キ
ー
の
土
地
を
相
続
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
直
臣
が
死
亡
し
た
後
、
そ
の
遺
産
を
相
続
す
る
息
子
と
、
寡
婦
産
権
者
と
し
て
の
未
亡
人
（
息
子
に
と
っ
て
母
）
と
が
遺
産

分
割
で
争
う
例
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
今
の
場
合
は
鰹
早
産
を
た
て
に
亡
妻
の
寡
婦
産
と
な
っ
た
土
地
の
占
有
を
主
張
す
る
継
父
の
利
害

と
、
相
続
権
を
主
張
す
る
息
子
の
利
害
と
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
モ
ー
ド
と
の
問
に
は
子
供
は
な
か
っ
た
の
で
、
ベ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

カ
ー
の
説
明
に
拠
れ
ば
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
は
凡
夫
産
権
が
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
死
ま
で
キ
ー
の
荘
園
の
相
続
を
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ジ
ョ
ン
E
は
、
嗣
度
の
不
合
理
さ
、
あ
る
い
は
継
父
の
横
柄
さ
、
さ
ら
に
は
、
継
父
の
後
ろ
盾
に
な
っ
て
い
る
国
王

の
恩
顧
配
分
の
偏
り
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
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ト
レ
イ
リ
家
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ァ
や
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ァ
に
も
国
王
や
特
権
大
貴
族
か
ら
土
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

保
有
す
る
小
規
模
で
あ
る
が
バ
ロ
ン
（
直
臣
・
諸
侯
）
の
家
で
あ
る
。
そ
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
領
主
も
、
封
建
的
土
地
保
有
関
係
の
権
利
の
錯
綜
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
キ
i
家
は
ス
ト
ウ
・
ク
ム
・
キ
ー
村
の
他
に
は
小
地
し
か
保
有
し
て
い
な
い
、
櫨
匿
程

度
の
領
主
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の
荘
園
の
保
有
が
確
定
し
て
い
る
か
否
か
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
領
主
の
封
建
的
土

地
保
有
関
係
を
め
ぐ
る
権
利
の
錯
綜
、
そ
れ
に
起
因
す
る
対
立
を
解
決
す
る
の
は
、
当
事
者
だ
け
で
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
公
的
な
権
力

を
担
う
者
と
し
て
の
国
王
の
役
割
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
国
王
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
や
ト
マ
ス
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ら
に
恩
顧
を
与

え
て
い
る
と
、
ト
レ
イ
リ
家
や
キ
ー
家
の
目
に
は
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
国
王
の
恩
顧
政
治
へ
の
不
満
が
原
因
か
否
か
は
判
明
し
な
い
が
、
ジ
ョ
ン
H
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
も
反
乱
に
荷
担
し
た
。
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ

で
の
巡
回
裁
判
記
録
に
は
、
彼
が
晋
発
さ
れ
た
と
い
う
事
例
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
開
封
勅
状
録
に
は
ジ
ョ
ン
が
、
～
二
六
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

六
月
二
九
B
に
多
く
の
者
と
一
緒
に
、
国
王
に
よ
っ
て
言
説
に
荷
担
し
た
罪
を
許
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
国
王
に
敵
対
す
る
に
は

そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
史
料
の
中
に
そ
の
理
由
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
彼
が
相
続
、
後
見
、
寡
婦
産
、

鰹
夫
産
と
い
っ
た
権
利
関
係
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
し
て
国
王
の
恩
顧
政
治
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

5

バ
ロ
ン
家
系
の
相
続
地
保
有
権
の
回
復

　
巡
回
裁
判
の
進
行
中
に
国
王
と
和
解
し
た
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
が
、
一
二
七
〇
年
に
な
っ
て
荘
園
の
保
有
権
を
回
復
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

先
に
述
べ
た
。
で
は
ジ
ョ
ン
∬
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
は
相
続
権
を
獲
得
し
得
た
の
か
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
は
～
二
七
二
年
二
月
迄
に

死
ん
で
、
死
後
審
朋
が
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
亡
妻
モ
ー
ド
の
相
続
財

産
で
あ
る
国
○
巨
σ
q
σ
q
、
の
荘
園
を
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
平
角
産
権
に
よ
っ
て
保
有
し
て
い
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
は
子
供
は
い
な
い
の
で
、
モ
ー

ド
の
子
供
の
ジ
ョ
ン
E
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
が
相
続
権
者
で
あ
る
。
前
述
の
荘
園
を
ジ
ョ
ン
H
に
占
有
さ
せ
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。
二
月
二
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バロンの反乱期における在地領主の相続問題（朝治）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

六
日
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
に
て
。
こ
れ
が
実
行
さ
れ
れ
ば
ジ
ョ
ン
H
は
占
有
を
回
復
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
の
遺
族
は
ジ
ョ
ン
且
の
相
続
を
妨
害
し
た
。
財
務
府
裁
判
記
録
に
拠
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
死
後

そ
の
兄
弟
ヘ
ン
リ
国
撃
曙
が
そ
の
遺
産
を
総
て
手
に
入
れ
た
こ
と
、
ヘ
ン
リ
と
ロ
バ
ー
ト
・
ド
・
モ
ー
テ
ィ
マ
と
の
間
に
訴
訟
が
起
こ
り
、

現
地
か
ら
住
民
代
表
が
呼
び
出
さ
れ
て
キ
ー
の
マ
ナ
に
属
し
て
い
た
諸
財
産
権
移
転
の
経
過
と
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
代
表
た
ち
は
、

件
の
ヘ
ン
リ
は
ジ
ョ
ン
H
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
か
ら
穀
類
の
代
金
と
し
て
四
〇
ポ
ン
ド
を
受
け
取
っ
た
。
ヘ
ン
リ
は
そ
の
後
に
収
穫
さ
れ
た
穀
物

も
取
得
し
た
。
等
々
。
総
額
は
七
〇
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
ヘ
ン
リ
が
総
て
こ
れ
を
行
っ
た
。
し
か
し
自
分
た
ち
は
何
故
そ
う
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
か
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
答
え
た
。
こ
れ
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
死
ん
で
四
年
も
た
っ
て
か
ら
の
訴
訟
で
あ
る
。
そ
の
間
相
続
人
ヘ
ン
リ
は
荘

園
の
占
有
を
引
き
渡
さ
ず
、
ジ
ョ
ン
H
に
作
物
を
買
い
取
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
事
実
を
国
王
政
府
の
財
務
府
は
直
接
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

地
元
か
ら
住
民
代
表
を
呼
び
寄
せ
て
宣
誓
の
上
、
報
告
さ
せ
た
。
彼
ら
は
明
ら
か
に
ジ
ョ
ン
亘
が
被
害
を
被
っ
て
い
る
旨
の
報
告
を
行
っ
て
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
兄
弟
が
妨
害
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
意
思
を
示
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
肝
心
の
ジ
ョ
ン
H
は
、
継
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
死
ん
だ
の
と
同
じ
、
一
二
七
二
年
の
後
半
に
死
ん
で
い
る
の
で
、
保
有
権
を
認
め
ら

れ
た
と
し
て
も
、
結
局
自
ら
占
有
を
回
復
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
死
後
審
問
は
エ
ド
ワ
ー
ド
～
世
の
初
年
度
つ
ま
り
一

二
七
二
年
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
息
子
ウ
ォ
ル
タ
に
よ
る
相
続
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
の
占
有
は
そ
う
で
は
な
く
、
継
父
の

相
続
入
が
妨
害
し
た
の
で
あ
る
。
国
政
改
革
運
動
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
が
＝
一
五
九
年
忌
作
ら
れ
、
桐
続
に
関
す
る
改
革
が
行

わ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
時
点
で
総
て
の
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
改
革
は
途
上
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
に
は
｝

二
六
七
年
の
モ
ー
ル
バ
ラ
法
、
一
二
八
五
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
第
二
制
定
法
な
ど
を
通
じ
て
、
徐
々
に
改
革
さ
れ
て
い
く
過
程
の
一
段
階

で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
改
革
運
動
は
生
じ
る
べ
き
歴
史
的
な
必
然
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
拙
著
『
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
乱
』
、
三
二
頁
。

②
　
拙
稿
「
バ
ロ
ン
反
乱
期
に
お
け
る
特
別
巡
圏
裁
判
記
録
」

『
史
学
雑
誌
』
九
九

i
二
、
五
六
一
六
一
頁
。
こ
の
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
戦
士
階
級
に
属
す
と
は
思
え

な
い
在
地
社
会
の
住
民
た
ち
の
問
で
も
、
レ
ス
暗
愚
に
味
方
し
た
人
々
は
、
国
王
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に
味
方
し
た
人
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
ご
と
に
対
立
関
係
に
入
っ
た
よ
う
で

　
あ
る
。
Ω
巴
お
く
嚢
・
♂
三
①
や
U
鎖
巳
隼
≦
箆
す
白
。
・
が
そ
の
例
を
示
し
て
い
る
。
一

　
方
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
O
母
需
艮
Φ
門
一
U
’
は
ス
タ
ッ
ブ
ズ
以
来
の
伝
統
的
立
場
に
た
っ

　
て
、
国
王
が
主
導
権
を
と
っ
て
進
め
る
在
地
の
小
農
民
に
至
る
ま
で
の
共
同
体
が

　
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
は
、
国
王
敵
対
勢
力
を
異
端
分
子
と
見
な
す
捉
え
方

　
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
の
歴
史
的
意
義
評
価
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予

　
冷
し
て
い
る
。
＜
巴
Φ
箕
ρ
Ω
巴
国
ρ
§
Q
§
§
豆
§
蹴
℃
ミ
q
畿
亀
ミ
沁
鴨
§
N
こ
、
轡

　
§
ミ
篭
ミ
肉
轟
N
§
鼻
〉
路
α
q
讐
①
”
署
．
8
・
リ
ゴ
≦
陣
二
貯
日
。
・
甲
U
．
曽
．
ω
ぎ
8
匹
Φ

　
ζ
o
導
｛
o
詳
卿
包
迂
ω
〉
穿
Φ
冨
⇒
窃
．
u
寧
軋
ミ
ミ
討
き
鴨
§
ミ
禽
、
§
O
§
§
9
0
鎚
口
・

　
昏
9
β
一
⑩
o
。
自
署
．
δ
？
霜
刈
一
〇
ゆ
弓
Φ
導
2
∪
二
、
国
”
σ
Q
房
ゲ
℃
Φ
霧
鴛
叶
ω
冒
℃
o
亭

　
諏
8
し
ト
Ω
α
c
。
－
①
刈
、
甲
き
畏
§
魁
》
毯
§
ひ
目
ρ
一
ω
9
一
〇
8
も
℃
・
ω
匪
蕊
■

③
9
N
§
§
、
駄
遵
§
鳳
さ
搾
郎
①
①
鳥
卜
、
’
や
寡
P

④
冒
ω
二
＼
。
。
G
。
甲
巨
巳
■
欄
外
の
日
付
は
六
月
；
百
。
（
以
下
同
様
）

⑤
℃
①
8
円
締
ヨ
子
霞
訂
ヨ
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
市
の
ベ
イ
リ
フ
で
あ
る
。
ζ
舞
・

　
一
嘗
倉
男
芝
G
§
§
嵩
置
営
§
織
じ
○
ミ
。
薦
鳶
O
Q
ヨ
鐸
己
α
Q
P
一
Q
。
O
o
。
り
や
一
ω
餅

⑥
甘
ω
二
＼
c
。
ω
甲
田
卜
。
G
。
．
震
旦
百
。
（
現
在
の
パ
ジ
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
は
2
5
）
ち
な
み

　
に
羊
皮
紙
に
付
け
ら
れ
た
頁
番
号
は
一
七
世
紀
、
｝
九
世
紀
、
｝
九
五
四
年
そ
し

　
て
現
在
の
も
の
、
と
合
計
四
種
類
あ
る
。
こ
の
史
料
を
初
め
て
本
格
的
に
分
析
し

　
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
研
究
で
あ
り
、
彼
は
一
九
世
紀
の
番
号

　
を
使
用
し
た
。
一
部
の
羊
皮
紙
に
は
番
号
が
振
ら
れ
ず
、
そ
の
前
の
羊
皮
紙
の
一

　
部
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
ミ
ー
キ
ン
グ
ズ
竃
㊦
舞
ぎ
α
q
。
。
が
一
九
五
四
年
に
新
し
く
番

　
号
を
付
け
直
し
、
縫
い
つ
け
部
分
や
ω
畠
鑑
三
Φ
一
覧
表
に
も
番
号
を
ふ
っ
た
。

　
一
九
世
紀
の
も
の
と
ミ
ー
キ
ン
グ
ズ
の
も
の
と
は
ヨ
H
か
ら
毎
b
。
O
迄
は
同
　
で

　
あ
る
。
日
卜
⊃
一
以
降
は
、
ミ
ー
キ
ン
グ
ズ
以
後
に
別
の
つ
づ
り
で
発
見
さ
れ
こ
の

　
羊
皮
紙
に
付
け
加
え
ら
れ
た
分
を
あ
わ
せ
て
、
新
し
く
頁
番
号
を
ふ
っ
た
「
現

　
在
」
版
の
パ
ジ
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
一
番
賢
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
現
在
」
版
を
使

　
聞
し
た
研
究
書
は
な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
も
ジ
ェ
イ
コ
ブ
と
同
じ
頁
番
号
を
使
っ
て
い

　
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
必
要
の
あ
る
と
き
に
の
み
特
記
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ジ

　
エ
イ
コ
ブ
と
同
じ
番
号
を
用
い
る
。

⑦
甘
ω
二
＼
c
。
ρ
ヨ
ト
。
F
六
月
＝
目
。
現
在
の
羊
皮
紙
の
番
号
順
と
購
翌
日
と
は

　
一
致
し
て
い
な
い
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
注
⑥
の
ヨ
器
と
こ
の
注

　
の
筥
恕
と
の
間
に
は
、
時
間
の
間
隔
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
た
び
の
終
盤
裁
判

　
は
一
二
六
八
年
～
二
月
に
始
ま
り
、
実
際
の
開
廷
は
一
二
六
九
年
一
月
（
ヨ
ヨ
N

　
N
P
み
）
か
ら
五
月
（
二
一
α
）
に
か
け
て
ケ
ム
プ
リ
ッ
ジ
市
郊
外
の
バ
…
ン
ウ
ェ

　
ル
修
道
院
に
て
行
わ
れ
（
導
H
p
①
一
o
Q
り
o
Q
一
一
込
」
讐
）
、
そ
の
後
他
州
を
巡
回
し
た
後
、
同

　
年
六
月
に
再
開
さ
れ
た
（
日
｝
ω
）
。
智
。
o
ρ
号
．
ら
罫
ワ
ω
り
9
し
か
し
O
o
高
目
の

　
考
証
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ミ
以
降
が
最
初
で
＝
判
司
八
年
一
二
月
に
始
ま
っ
た
と
さ

　
れ
る
。
ヨ
リ
に
は
一
二
六
九
年
二
月
三
日
の
日
付
が
あ
り
、
露
一
致
に
は
二
月
一

　
六
日
の
日
付
が
あ
る
。
ま
た
ヨ
○
。
ω
傷
に
は
二
月
七
日
の
、
さ
ら
に
ヨ
ω
＆
に
は
一

　
二
六
八
年
　
二
月
の
日
付
の
文
書
が
引
周
さ
れ
て
い
る
。
O
。
訂
戸
G
Q
四
二
劉
冒
象
噛

　
o
芭
℃
δ
＄
雪
ぎ
σ
q
ω
自
巳
臼
〔
冨
U
陣
。
言
日
。
｛
閤
Φ
巳
写
9
当
り
0
9
響
鐸
答
α
q
Φ
。
・
江
β

　
ζ
〉
鹸
Φ
ω
グ
d
巳
＜
Φ
崩
一
己
。
｛
ζ
き
。
冨
ω
冨
H
口
露
Φ
も
マ
客
．

⑧
冒
ω
二
＼
。
。
。
。
響
巨
「
二
月
九
－
一
六
日
。
こ
れ
は
陪
審
の
告
発
で
は
な
く
、
私

　
人
に
よ
る
訴
え
程
興
Φ
『
の
例
で
あ
る
。
上
記
前
節
注
⑦
を
参
照
。
冒
訂
毒
Φ
し
。

　
号
〉
鴇
霧
訂
ヨ
は
ω
誉
一
冨
に
と
っ
て
第
二
の
夫
で
あ
る
。
第
一
の
夫
は
上
記
例

　
②
、
③
の
℃
卑
2
q
Φ
ヨ
一
げ
自
ご
ヨ
で
あ
る
。
①
～
④
の
う
ち
、
②
と
③
と
は

　
ざ
訂
嘗
Φ
。
。
≦
9
節
Φ
ぞ
⇒
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
事
件
の
経
過
を
示
し
て

　
い
る
の
で
、
①
④
の
ジ
ョ
ン
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
幻
く
P
≦
G
評
譜
恥
漣
ミ
ミ
ド
ミ
N
§
蹟
8
導
鳴
O
O
§
爵
駄
9
ミ
ぴ
、
藷
ぶ
○
ゆ
日
・

　
げ
H
乙
α
q
P
一
Q
。
Φ
一
も
．
ω
㊤
に
は
｝
o
ぎ
田
．
乏
駄
ぎ
財
臥
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
一
二

　
轟
ハ
○
一
よ
ハ
～
年
∀

　
な
お
以
上
四
件
以
外
に
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
…
に
類
す
る
氏
名
の
入
物
が
記
録
さ
れ
て

　
い
る
。
一
人
は
｝
o
血
目
Φ
ω
陶
Φ
σ
q
卑
傭
⑦
ρ
器
閤
で
あ
り
、
二
つ
の
ポ
ッ
ト

　
霞
。
㊦
o
一
〇
。
。
を
受
け
取
っ
た
件
で
告
発
さ
れ
た
。
冒
ω
二
＼
。
。
ρ
日
吋
野
も
う
一
人
は
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冒
訂
弓
Φ
。
。
ω
①
一
冒
磐
曾
O
o
毛
Φ
遷
で
あ
り
、
（
盗
品
か
ら
）
穀
物
を
入
手
し
た

　
件
で
閏
⑦
⇒
犠
2
露
ξ
ω
冒
ζ
自
①
ω
匹
⑦
震
艮
。
鵠
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
た
ρ
零
昏
母
。

　
し
か
し
無
実
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
、
無
罪
と
な
っ
た
。
ヨ
目
◎
こ
れ
ら
二
人
は

　
異
な
る
ミ
ド
ル
・
ネ
イ
ム
が
付
い
て
い
た
り
、
事
件
内
容
が
異
な
る
の
で
、
前
述

　
の
ジ
ョ
ン
と
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
否
か
不
明
で
あ
る
。

⑨
こ
れ
は
従
来
か
ら
あ
る
訴
訟
開
始
方
式
の
私
訴
書
皐
月
で
は
な
い
。
バ
ロ
ン

　
の
国
政
改
革
に
よ
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
彊
卑
Φ
莚
と
い
う
令
状
な
し
に
訴
訟

　
を
開
始
す
る
方
法
で
あ
る
。
智
o
o
9
魯
．
q
蝕
や
①
α
以
下
。
ま
た
幻
一
国
震
牙
。
戸

　
甲
○
．
窪
α
ω
科
斗
Φ
ρ
O
．
○
．
Φ
馬
こ
浄
N
偽
織
9
賜
題
駄
ぎ
d
驚
譜
こ
ヨ
暮
。
ミ
§
，
ド

　
ω
㊦
罷
貧
ω
。
。
一
Φ
郵
く
。
｝
．
①
ρ
一
〇
自
」
葺
。
曾
。
脅
一
8
を
参
照
。

⑩
冒
ω
二
＼
。
。
。
。
リ
ョ
ω
。
。
（
現
3
6
Y
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
タ
リ
ン
は
上
記
の
ジ
ョ
ン
・
ド
・

　
キ
ー
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
い
う
同
定
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
注
⑧
参
照
。

⑪
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
改
革
運
動
中
に
国
王
が
勢
力
を
圏
復
し
た
＝
一
六
一
年
に
、
国

　
王
に
よ
っ
て
サ
リ
と
サ
ッ
セ
ク
ス
の
シ
ェ
リ
フ
に
任
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
イ
ヴ
シ
ャ

　
ム
の
戦
い
後
に
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
だ
け
で
も
複
数
の
反
乱
荷
担
者
の
土
地
を

　
接
収
し
た
。
反
乱
の
余
波
が
残
る
時
期
、
一
二
六
七
～
＝
～
七
〇
年
に
は

　
囚
㊦
の
℃
興
。
｛
団
ぐ
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
彼
の
兄
弟
で
あ
る
ア
ラ
ン

　
≧
雪
冨
N
唇
訂
の
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
、
ω
≦
頃
。
く
Φ
ω
冨
団
に
あ
る
荘
園
は
＝
一
六

　
七
年
に
、
イ
…
リ
に
立
て
籠
も
る
反
乱
者
た
ち
に
襲
わ
れ
た
。
℃
円
ρ
卜
調
馬
ミ
ミ

　
§
臨
酔
く
。
ピ
P
で
．
一
Q
Q
黛
冒
o
o
ダ
愚
・
織
8
℃
．
5
合
G
霜
ミ
～
§
、
，
駄
》
ミ
N
譜
ミ
§

　
ミ
逡
ミ
衛
ミ
§
ひ
く
。
ピ
押
訂
。
ω
■
2
ρ
9
ざ
○
ミ
§
§
、
，
ミ
聖
§
職
肉
駄
N
酔

　
這
①
①
－
貼
扇
。
刈
卜
∂
u
唱
噛
■
H
①
O
Q
闇
蒔
り
ω
一
〇
〇
ミ
》
ミ
鴨
勲
ミ
§
×
F
（
卜
o
γ
や
り
α
刈
旨
一
〇
菟
博

　
5
①
？
曵
N
写
G
Q
9

⑫
鍵
愚
鷺
鴨
㌘
ミ
騎
ミ
ミ
袋
ミ
導
冨
ミ
ト
§
さ
ミ
§
鴇
譲
箋
§
葺
く
巳
．
朗

　
ド
G
◎
ら
◎
『
唱
．
卜
⊃
ω
ご
爵
∩
戴
ミ
急
く
。
日
c
Q
甲
ワ
融
合
閨
費
お
戸
乏
‘
窯
寝
§
N
9
ミ
・

　
町
憂
ミ
謎
〇
四
旨
鐸
凱
α
Q
ρ
一
り
N
ρ
暑
■
路
÷
郎
q
他
に
は
、
ア
ー
ミ
ン
グ
フ

　
ォ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
イ
ー
ス
ト
・
ハ
ト
リ
膨
霧
仲
璃
匿
Φ
団
に
も
囎
厩
の
一

　
部
と
し
て
土
地
保
有
す
る
。
卜
§
、
b
d
§
罵
§
N
黄
①
9
げ
騰
Ω
⇔
蒔
Φ
も
』
①
囲

　
　
バ
ー
ン
ウ
ェ
ル
修
道
院
文
書
集
（
卜
導
ミ
b
U
ミ
謡
馬
§
鴨
N
黄
℃
．
b
っ
①
一
）
に
よ
れ
ば
、

　
ス
ト
ウ
・
ク
ム
・
キ
ー
村
の
キ
ー
地
区
で
は
、
≦
襲
貯
ヨ
傷
Φ
O
蔓
が
国
王
の
直

　
臣
≦
一
一
一
冨
衰
齢
⑦
閏
。
げ
江
σ
q
⑳
．
か
ら
、
囎
歴
と
し
て
O
葵
と
閏
匙
Φ
畷
の
土
地
を
保

　
有
し
て
い
る
（
一
二
三
五
～
＝
一
三
六
年
）
。
芝
型
置
ヨ
号
頃
。
げ
鋤
σ
q
α
q
．
は
ゆ
爵

　
地
区
に
イ
ー
リ
司
教
か
ら
も
一
㎞
を
保
有
し
て
い
た
の
で
、
芝
記
冨
日
号
O
ξ

　
は
、
上
記
の
荘
園
以
外
に
も
キ
i
地
区
に
土
地
を
保
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
円
。
げ
①
答
℃
8
9
が
コ
＝
八
年
に
死
ん
だ
後
、
そ
の
土
地
は
三
人
の
女
子
相
続

　
人
に
分
割
相
続
さ
れ
、
ス
ト
ウ
・
ク
ム
・
キ
ー
の
土
地
は
そ
の
う
ち
の
一
入

　
〉
σ
q
p
Φ
ω
が
相
続
し
た
。
彼
女
は
エ
セ
ッ
ク
ス
に
本
拠
を
置
く
国
記
鎧
突
匹
Φ
国
0
7

　
嵩
α
q
α
Q
．
と
結
婚
し
、
娘
モ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
モ
ー
ド
は
ト
レ
イ
リ
家
の
ジ

　
ョ
ン
ー
と
結
婚
し
た
の
で
、
上
記
≦
島
冨
ヨ
縣
㊦
O
ξ
は
＝
｝
三
五
年
当
時
は

　
頃
。
σ
臨
σ
Q
σ
Q
．
家
か
ら
保
有
し
た
。
ω
舞
傷
⑦
β
吋
轟
駐
｝
b
d
ミ
§
凡
馬
勲
○
×
8
【
P
一
〇
①
ρ

　
O
つ
冨
ω
－
搾
肉
§
愚
ミ
鴨
肉
ミ
ミ
騎
国
ミ
隠
博
タ
く
巳
．
ド
つ
N
⑩
O
一
閃
碧
お
「
〕
寒
§
N

　
G
§
竪
蔦
難
い
ミ
糞
ワ
這
㎝
．
評
門
槻
2
の
作
成
し
た
系
図
で
は
ジ
ョ
ン
ー
の
没
年
は

　
＝
一
四
二
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
ω
き
縣
興
ω
で
は
＝
一
三
五
年
で
あ
る
。
後
者
の

　
方
が
蓋
然
性
が
高
い
。

⑬
b
d
8
神
ミ
き
舞
く
。
ピ
N
や
露
ト
っ
綴
り
は
0
霧
。
冨
と
な
っ
て
い
る
。

⑭
モ
…
ド
と
ジ
ョ
ン
ー
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
ジ
ョ
ン
豆
は
当
時
ま
だ
未
成
年
で
、

　
相
続
で
き
て
い
な
い
。
上
記
注
⑫
参
照
。

⑮
塁
9
ミ
ρ
＜
。
ド
。
。
も
』
ω
心
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
妻
の
も
た
ら
し

　
た
土
地
を
匹
夫
魔
ξ
子
①
8
冨
窃
《
o
｛
国
潟
α
q
冨
昌
島
に
よ
っ
て
保
有
し
た
冨
匡
と

　
説
明
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
モ
ー
ド
は
＝
　
四
二
年
ま
で
に
は
死
ん
で
い
た
こ

　
と
に
な
る
。

⑯
9
§
§
・
勲
営
心
ミ
防
ミ
§
恥
ぎ
q
蛛
§
ミ
詳
く
。
門
卜
。
B
ρ
刈
鎗
（
唱
．
軌
。
。
ω
）
に
は

　
』
o
ぎ
ω
o
p
o
｛
≦
押
切
耳
q
Φ
O
信
①
聴
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑰
卜
§
、
b
σ
§
§
ミ
9
℃
．
ま
悼
．
ス
ト
ウ
村
に
ー
ハ
イ
ド
の
止
地
を
ブ
ル
タ
ー
二
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ユ
・
オ
ナ
か
ら
麗
㎞
の
四
〇
分
の
一
と
し
て
保
有
す
る
。
ケ
ム
ブ
リ
ジ
シ
ァ
の
他

　
の
村
に
も
土
地
保
有
し
て
い
る
。
肉
ミ
ミ
召
募
嵩
導
、
§
建
ミ
”
く
。
囲
N
P
お
黛
穿
－

　
聴
愚
ミ
馬
事
ミ
ミ
傍
凄
註
費
、
牽
く
。
ピ
ど
マ
ト
σ
O
ρ

⑱
寒
ミ
醤
ミ
肉
§
駐
凄
ミ
黛
ミ
v
く
。
ピ
ト
。
も
』
刈
①
■

⑲
そ
れ
で
も
ジ
ョ
ン
が
現
地
キ
ー
に
留
ま
り
、
裁
判
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
、

　
彼
が
そ
の
土
地
に
荘
園
以
外
の
小
地
を
保
有
し
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
｝

　
二
六
〇
一
六
～
年
の
鳴
Φ
簿
。
｛
明
ぎ
Φ
に
拠
る
と
、
｝
o
ぎ
芝
舘
冨
ぞ
づ
が
キ
ー
で

　
土
地
取
引
を
し
て
い
る
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
幻
団
ρ
号
．
臓
計
Ψ
ω
P

⑳
Q
§
ぎ
N
黄
富
α
Ψ
2
も
■
甲
信
．
．

⑳
隠
ぴ
ミ
b
ご
§
N
§
ミ
辞
題
』
①
￥
①
卜
⊃
に
よ
れ
ば
、
＝
＝
二
五
年
当
時
の
キ
ー
家
の

　
封
主
で
あ
る
閏
。
げ
ユ
σ
Q
α
Q
．
家
は
キ
ー
地
区
に
イ
…
リ
司
教
か
ら
も
1
匠
を
保
有
し

　
て
い
た
。
ま
た
ス
ト
ウ
地
区
に
は
イ
ー
リ
司
教
の
特
権
領
が
あ
っ
た
。
量

　
く
O
ピ
ト
⊃
口
ρ
一
伊

　
　
　
堕

⑳
　
ご
一
六
［
年
の
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
で
の
巡
回
裁
判
の
裁
判
窟
は
、
懸
鼻
。
『
ω

　
匹
Φ
8
霞
席
貸
。
ず
9
霧
餌
①
国
餌
住
ぴ
牽
諺
q
ゆ
目
傷
Φ
O
希
す
鼠
犀
の
【
二
名
で
あ
る
が
、

　
彼
ら
は
い
ず
れ
も
同
時
期
に
民
訴
裁
判
所
の
裁
判
宮
で
も
あ
っ
た
。
℃
鉱
ヨ
の
朗

　
芝
．
竃
こ
§
偽
臨
題
澄
偽
ぎ
ミ
ミ
Ω
§
担
穿
憂
国
b
．
N
鳴
◎
9
U
す
斤
o
P
細
り
ω
ρ
帥
一
ご

　
閃
○
し
・
ρ
国
．
甲
§
Q
§
主
翼
肉
謡
σ
q
N
§
叙
く
。
囲
卜
⊃
甲
一
〇
〇
偽
。
◎
層
℃
P
ω
α
9
ω
⊂
臼
P
轟
Q
O
o
O
I
O
．

⑳
智
G
。
二
＼
。
。
N
日
田
．
Ω
。
。
F
U
鋤
三
F
寒
§
碁
駄
隷
O
§
箋
窺
N
与
溝
勺
梵
ρ

　
漁
り
○
○
卜
⊃
”
O
■
H
卜
⊃
c
O
．

⑳
甘
ω
こ
＼
。
。
ρ
ヨ
。
。
ω
・

㊧
　
Ω
。
龍
肉
ミ
賞
路
①
一
－
①
♪
署
’
b
っ
9
一
〇
①
■
こ
れ
は
一
二
六
二
年
に
ピ
ー
タ
ー
が

　
国
王
の
た
め
に
仲
間
と
と
も
に
働
い
た
事
例
で
あ
る
が
、
当
時
国
王
は
一
時
的
に

　
権
力
を
回
復
し
、
寵
臣
か
ら
な
る
カ
ウ
ン
シ
ル
（
国
王
評
議
会
）
と
と
も
に
こ
の

　
決
定
を
下
し
た
。
城
戸
毅
『
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
枇
紀
臨
、
　
一
四
〇
頁
。
コ
一
一
六

　
二
年
七
月
ヘ
ン
リ
三
世
は
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
を
訪
問
す
る
。
彼
は
自
信
に
満
ち
、
レ

　
ス
タ
伯
と
の
妥
協
に
よ
る
湘
解
を
不
可
能
と
断
定
し
て
い
た
」

⑳
よ
記
注
⑥
参
照
。

⑳
塚
ρ
三
皇
窒
ミ
ミ
詳
O
§
w
ミ
爵
℃
・
餐
■

⑳
　
ジ
ョ
ン
H
の
生
年
は
、
死
後
審
問
記
録
に
よ
れ
ば
、
　
＝
一
五
七
年
当
時
一
｝
三
歳

　
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
＝
一
三
四
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
父
が
死
ん
だ

　
と
き
に
は
一
歳
か
二
歳
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
9
N
§
§
、
亀
さ
ミ
ミ
砺
ミ
§
津
賜
縣

　
§
、
・
鷺
§
く
O
野
一
　
P
O
．
ω
り
ω
■

　
　
　
　
堕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

⑲
　
穿
§
特
ミ
偽
沁
。
ミ
駐
ミ
、
ミ
帖
鼻
く
。
ピ
一
も
．
鱒
④
O
■
立
ち
会
い
は
国
王
の
み
、
ウ

　
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
に
て
、
㎝
○
月
二
二
目
。
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
成
人
に
な

　
る
の
は
二
一
歳
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
例
で
は
そ
の
「
原
則
」
が
そ
の
ま

　
ま
適
増
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ζ
舞
㌶
p
負
○
§
恥
ミ
ミ
凡
。
、
ミ
N
§
§
9
℃
』
Q
。
w
小
山

　
貞
夫
訳
書
、
三
九
頁
。

⑳
　
9
N
§
魯
、
編
機
琳
§
馬
沁
ミ
登
一
b
。
蒔
甲
ゆ
○
。
も
」
ω
メ
こ
の
記
事
の
中
で
、
こ
れ
ま

　
で
の
事
実
調
べ
の
中
で
は
出
て
こ
な
か
っ
た
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
。
今
回
の

　
授
権
に
よ
り
ト
マ
ス
は
、
死
ん
だ
≦
疑
曽
q
Φ
↓
罠
覧
ξ
の
朱
亡
人
で
あ
る

　
隙
げ
覧
の
寡
婦
産
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
（
シ
ビ
ル
も
ウ
ォ
ル
タ
も
こ
の
箇

　
所
以
前
に
は
登
場
し
て
い
な
い
）
、
国
王
は
、
先
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
後
見
権
を
与

　
え
た
手
紙
の
中
で
述
べ
て
い
た
シ
ビ
ル
の
寡
婦
産
に
つ
い
て
は
、
ト
マ
ス
に
は
与

　
え
な
い
旨
を
か
つ
て
述
べ
て
い
た
が
、
今
園
改
め
て
そ
れ
を
与
え
る
、
と
変
更
し

　
た
。
ト
マ
ス
は
国
王
に
気
に
入
ら
れ
て
い
る
人
物
と
見
な
し
て
よ
い
。
国
王
が
レ

　
ス
タ
伯
に
よ
っ
て
事
実
上
捕
虜
と
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
裁
判
を
受
け
る
よ
う
安

　
導
券
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
○
弟
b
郎
㎝
o
。
よ
ρ
℃
．
ω
0
0
．

⑳
b
u
§
詠
駄
宰
重
く
。
『
卜
。
も
．
8
卜
。
’

⑫
　
O
凄
く
。
一
」
も
ρ
ω
り
ω
層
一
二
五
七
年
作
成
の
ジ
ョ
ン
ー
の
死
後
審
問
記
録

　
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ユ
は
べ
ド
ブ
オ
ー
ド
に
あ
る
ト
レ
イ
リ

　
家
の
本
領
地
の
一
部
を
、
妻
の
寡
婦
麗
か
ら
（
お
そ
ら
く
軍
夫
産
と
し
て
）
保
有

　
す
る
と
あ
る
。
Ω
撃
茎
①
○
。
鳥
N
ワ
継
①
①
に
は
続
紙
産
と
し
て
の
保
有
で
あ
っ
た

　
こ
と
が
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。
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⑳
　
ベ
イ
カ
i
、
小
山
貞
夫
訳
噸
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
覇
史
概
説
隔
創
面
社
、
二
五
四

　
頁
。
「
鰍
夫
産
不
動
産
権
成
立
の
た
め
の
奇
妙
な
前
提
条
件
は
、
そ
の
婚
姻
か
ら

　
生
ま
れ
た
、
し
か
も
不
動
産
法
定
相
続
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
子
供
が
（
た
と
え

　
現
存
し
て
い
な
く
て
も
）
生
ま
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
扁

⑭
穿
α
q
畠
ず
≦
蒙
p
芦
§
鴨
b
d
霜
・
§
ミ
駄
穿
答
鼠
ピ
。
匿
。
p
一
①
瞬
甲
く
。
囲
封

　
で
．
㎝
膳
ω
　
ω
磐
儒
興
ρ
H
・
勢
肉
喝
蒔
N
跨
》
b
d
ミ
§
暗
ひ
○
×
｛
O
a
」
り
①
ρ
娼
」
ω
蒔
ジ
ョ
ン

　
王
時
代
の
≦
疑
興
面
傷
Φ
ゴ
曙
ξ
は
窯
。
鳥
罫
津
の
荘
園
保
有
に
対
し
て
1
威

　
を
負
い
、
家
族
と
し
て
は
○
匡
妻
舞
匹
○
μ
荘
園
保
有
に
婦
し
て
2
外
分
の
軍
役

　
代
納
金
を
支
払
っ
た
。
善
鴨
肉
民
一
ω
冒
ぎ
も
℃
■
竃
9
届
㊦
．

㊧
　
舅
払
邸
①
①
－
誌
も
．
謀
①
’
こ
れ
は
グ
ロ
ス
タ
伯
と
と
も
に
｝
二
六
六
年
四
月

　
に
ロ
ン
ド
ン
へ
と
進
軍
し
た
者
た
ち
を
含
め
て
伯
の
家
罠
た
ち
へ
の
恩
赦
の
記
事

　
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
H
は
反
乱
に
直
接
荷
担
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
反
乱
終
了
後
の

　
こ
の
ロ
ン
ド
ン
進
軍
事
件
の
際
に
伯
に
荷
担
し
て
、
自
ら
の
意
思
を
示
し
た
の
か

　
も
し
れ
な
い
。
こ
の
大
量
の
恩
赦
は
グ
ロ
ス
タ
伯
の
影
響
力
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大

　
き
い
。
伯
と
ジ
ョ
ン
と
の
親
逓
度
を
推
し
量
る
こ
と
も
出
来
る
。

⑳
　
饗
し
ト
。
①
。
。
鳥
卜
。
も
’
＆
9

⑰
浄
、
ミ
9
義
一
こ
ぎ
肉
§
｝
鴨
畠
§
，
駄
謹
§
”
ω
ぐ
。
匡
撃
ω
。
9
⑦
礎
勺
信
顕
。
壁
。
p

　
一
⑩
ω
一
も
．
Q
。
一
■

⑳
　
Q
堰
く
。
轡
N
⇔
o
■
嵩
■
ジ
ョ
ン
H
の
死
後
審
問
記
録
で
あ
る
。
ケ
ム
ブ
リ
ッ

　
ジ
シ
ァ
に
は
国
王
か
ら
キ
i
地
区
に
一
日
イ
ド
と
一
〇
エ
イ
カ
を
桝
目
と
し
て
保

　
有
し
て
い
た
。
同
時
に
キ
ー
地
区
に
は
イ
ー
リ
調
教
か
ら
一
荘
園
、
年
価
値
二
〇

　
ポ
ン
ド
を
保
有
し
て
い
た
。
相
続
人
は
息
子
の
ウ
ォ
ル
タ
で
二
二
歳
で
あ
る
と
い

　
、
つ
。

バロンの反乱期における在地領主の栢続問題（朝治）

三
　
在
地
領
主
や
バ
ロ
ン
家
系
の
相
続
問
題
と
国
政
改
革
運
動
と
の
関
係

　
ジ
ョ
ン
互
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
が
国
王
か
ら
成
人
し
た
と
認
め
ら
れ
た
の
は
一
二
五
七
年
五
月
二
八
日
、
彼
が
二
三
歳
に
な
っ
た
時
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
る
。
こ
の
と
き
彼
の
父
ジ
ョ
ン
ー
の
死
後
審
問
記
録
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
ー
が
相
続
す
る
べ
き
財
産
の
中
に
は
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
の
土

地
は
全
く
含
ま
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
総
て
継
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ユ
が
鰹
夫
産
と
し
て
保
有
権
を
手
に
入
れ
た
も
の
と
思
わ

　
②
れ
る
。
ジ
ョ
ン
ー
は
一
二
五
七
年
忌
時
点
で
、
自
己
の
相
続
権
と
継
父
の
尊
慮
産
と
の
対
立
す
る
状
況
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
た
。
亡
母

の
寡
婦
産
と
自
己
の
相
続
分
で
あ
れ
ば
競
合
す
る
関
係
に
あ
る
が
、
対
立
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
ジ
ョ
ン
H
の
場
合
に
は
総
て
奪
わ
れ

た
の
で
、
競
合
で
は
な
く
対
立
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
生
み
出
し
た
の
は
、
一
二
五
二
年
に
彼
の
後
見
権
を
、
国
王
が
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
サ
ン
・

オ
ヴ
・
ア
ラ
ン
に
五
〇
〇
マ
ル
ク
で
売
却
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
二
五
二
年
に
彼
が
一
八
歳
に
な
っ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
王
が
相
続
を

認
め
ず
に
、
後
見
権
を
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
息
子
の
ト
マ
ス
に
引
き
継
が
せ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
相
続
問
題
を
解
決
す
べ
き
国
王
は
、
逆
に
自
己
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の
寵
臣
に
恩
顧
を
与
え
る
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
、
問
題
解
決
を
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。
諸
侯
に
よ
る
改
革
運
動
が
始
ま
る
の
は
、
そ
の
一

年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
も
う
一
人
、
相
続
問
題
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
た
の
が
、
キ
ー
地
区
の
在
地
領
主
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
で
あ
る
。
一
二
五
八
年

ま
で
の
あ
る
時
点
で
、
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
・
キ
ー
が
息
子
ジ
ョ
ン
に
荘
園
を
占
有
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
よ
っ
て
こ
の
行
為
が
忌
め
ら
れ
、
巡
回
裁
判
で
国
王
裁
判
宮
か
ら
罰
金
を
科
さ
れ
た
。
そ
の
後
～
二
五
八
年
四
月
二
四
日
に
国
王
か
ら
裁
判

で
の
罰
金
を
免
除
さ
れ
た
も
の
の
、
ジ
ョ
ン
に
よ
る
荘
園
の
占
有
は
脅
か
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
は
お
そ
ら
く
そ
の
後
も
占
有
を
確
保
し
よ
う
と
行

動
し
続
け
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
巡
回
裁
判
で
ジ
ョ
ン
が
占
有
を
侵
蔑
し
た
こ
と
を
認
定
さ
れ
た
の
で
、
荘
園
を
接
収
す
る
機
会

を
待
っ
て
い
た
。
そ
の
機
会
が
～
二
六
五
年
八
月
に
や
っ
て
く
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
た
め
ら
わ
ず
接
収
し
た
。
封
の
事
実
上
の
相
続
は
＝
二

世
紀
半
ば
に
は
慣
例
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
封
主
の
利
益
を
優
先
し
て
差
し
止
め
う
る
も
の
な
の
か
否
か
が
こ
こ
で
の
論
点
で
あ
ろ
う
。

法
制
史
学
で
は
そ
れ
が
中
心
的
な
問
題
関
心
で
あ
ろ
う
が
、
歴
史
学
か
ら
見
れ
ば
も
う
一
つ
別
の
関
心
が
あ
る
。
在
地
領
主
の
相
続
時
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

占
有
が
封
土
に
妨
害
さ
れ
る
と
、
そ
の
在
地
領
主
の
も
と
に
暮
ら
す
住
民
は
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
単
に
封
主
と
封
誓
書
の

権
利
関
係
の
対
立
で
は
す
ま
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
既
に
見
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
は
一
二
五
八
年
以
後
も
占
有
確
保
の
た
め

に
行
動
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
月
に
、
諸
侯
は
国
王
ヘ
ン
リ
三
世
に
国
政
改
革
を
申
し
入
れ
、
五
月
二
日
に
は
国
王
も
改
革
に
同

　
　
⑥

興
し
た
。
そ
の
「
改
革
」
す
べ
き
項
目
の
中
に
は
「
バ
ロ
ン
の
請
願
℃
Φ
叶
δ
賦
o
b
d
費
。
上
白
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
相
続
問

　
　
　
　
　
　
　
⑥

題
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
の
片
田
舎
の
在
地
領
主
の
相
続
問
題
と
、
複
数
の
州
に
領
地
を
有
す
バ
ロ
ン
家
系
の
相
続
問
題
と

は
、
中
央
で
の
国
王
と
諸
侯
と
の
交
渉
事
項
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
一
二
五
八
年
六
月
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
に
お
い
て
国
政
改
革
の
た
め
の
計
画
、
す
な
わ
ち
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
条
款
が
決

定
さ
れ
、
そ
の
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
復
活
し
た
最
高
司
法
宮
職
に
つ
い
た
改
革
派
諸
侯
で
あ
る
ヒ
ユ
i
・
バ
イ
ゴ
ッ
ド
国
β
α
q
げ

bd

ｨ
。
価
に
よ
っ
て
、
地
方
社
会
で
の
不
満
を
聴
取
し
、
解
決
す
る
た
め
の
巡
圓
が
一
二
五
八
年
夏
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
が
同
年
一
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バロンの反鼠期における在地領主の相続悶題（朝治）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

○
月
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
で
の
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
へ
と
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
問
題
を
具
体
的
に
解
決
す
る
た
め
の
規
定
案
の

策
定
が
始
ま
っ
た
。
様
々
な
や
り
と
り
の
後
、
一
二
五
九
年
一
〇
月
の
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
で
改
革
計
画
と
し
て
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
が
決

定
さ
れ
た
。
そ
の
決
定
を
州
裁
判
集
会
で
読
み
上
げ
る
べ
き
こ
と
も
う
た
わ
れ
た
。
そ
の
後
一
二
六
〇
年
末
頃
ま
で
は
、
国
政
の
主
導
権
を
掌

握
し
て
い
た
改
革
派
諸
侯
に
よ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
（
国
王
評
議
会
）
は
、
中
央
行
政
機
構
の
改
革
を
実
行
し
た
。
地
方
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

の
改
革
が
、
ど
の
程
度
進
ん
だ
の
か
の
詳
細
で
網
羅
的
な
研
究
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
既
に
ブ
ラ
ン
ド
や
ヴ
ァ
レ
ン
テ
に
よ
る
若
干
の
州

に
つ
い
て
の
巡
回
裁
判
記
録
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
史
料
の
量
は
膨
大
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
作
業
に
も
多
く
の
時
間
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

人
手
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
拙
稿
に
お
い
て
も
こ
の
作
業
の
　
部
を
行
っ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
先
行
研
究
の
中
に
は
、
一
二
五
九
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
の
諸
規
定
は
、
封
臣
・
中
小
領
主
の
利
益
保
護
を
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

先
し
た
と
認
識
し
、
そ
の
認
識
を
前
提
に
し
て
、
改
革
運
動
の
史
的
意
義
を
論
じ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
既
に
火
振
に
お
い
て
条
款
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

諸
規
定
の
う
ち
、
業
主
に
よ
る
不
当
差
し
押
さ
え
を
め
ぐ
る
諸
規
定
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
認
識
が
事
実
に
合
わ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
れ
に
続
い
て
本
稿
で
は
、
既
に
述
べ
た
事
例
か
ら
、
改
革
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
問
題
点
の
中
に
、
相
続
を
め
ぐ
る
領
主
の
権
利
関
係
の
錯
綜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
司
法
条
項
の
第
九
、
一
〇
、
～
二
条
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
同
じ

く
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
寡
婦
産
に
つ
い
て
は
第
六
条
で
扱
わ
れ
、
後
見
権
に
つ
い
て
は
行
政
条
項
の
第
八
、
一
四
、
一
七
条
に

　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
い
て
扱
わ
れ
た
。
鰹
夫
産
に
つ
い
て
の
項
目
は
な
い
。
第
九
、
一
〇
条
の
規
定
は
相
続
人
が
成
人
し
た
後
、
封
主
に
よ
っ
て
相
続
財
産
が
留

保
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
占
有
を
、
そ
し
て
そ
の
間
に
被
っ
た
損
害
を
、
占
有
回
復
訴
訟
令
状
を
用
い
て
圃
復
し
得
る
こ
と
を
規
定
す
る
の
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
り
、
実
際
に
圓
復
で
き
る
保
証
を
与
え
て
は
お
ら
ず
、
一
方
的
に
封
臣
の
利
益
保
護
を
う
た
っ
た
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
相

続
関
係
の
条
款
の
規
定
に
関
し
て
も
、
先
行
研
究
の
認
識
は
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
前
節
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
が
民
訴
裁
判
所
で

の
訴
訟
に
お
い
て
、
国
王
が
裁
判
へ
介
入
し
た
た
め
に
不
利
益
を
受
け
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
か
の
よ
う
に
、
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

政
条
項
の
第
二
八
条
に
は
忍
野
で
あ
る
諸
侯
に
よ
る
監
視
を
通
じ
て
、
国
王
の
介
入
に
対
す
る
歯
止
め
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
が
正
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し
く
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
条
款
だ
け
で
総
て
が
解
決
し
た
の
で
は
な
く
、
改
革
運
動
中
に
出
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
の
改
訂

版
や
、
一
二
六
七
年
の
モ
ー
ル
バ
ラ
法
、
＝
一
八
五
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
第
二
制
定
法
な
ど
で
改
訂
さ
れ
な
が
ら
、
封
立
台
臣
関
係
に
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

む
諸
問
題
を
整
序
し
制
度
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
バ
ロ
ン
の
反
乱
は
そ
の
　
連
の
過
程
の
開
始
点
で
あ
る
。
ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
の
規
定
を
根
拠
に
す
る
だ
け
で
は
、
封
臣
保
護
が
改
革
運
動
の
重
要
事
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
ブ
ラ
ン
ド
の
学
位
論
文
が
最
近
に
な
っ
て
改
訂
・
出
版
さ
れ
た
の
で
、
そ
こ
で
の
議
論
を
参
考
に
し
つ
つ
、
前
節
で
・
取
り
上
げ
た
領
主
た
ち

の
事
例
を
以
下
で
検
討
し
て
み
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
事
例
は
本
稿
に
よ
っ
て
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

キ
ー
が
　
二
五
八
年
の
直
前
に
占
有
を
妨
害
さ
れ
た
事
件
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
主
旨
に
従
え
ば
論
点
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。
改
革
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

開
始
前
に
騎
士
役
で
土
地
保
有
す
る
も
の
が
、
生
前
に
嗣
子
に
そ
の
保
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
は
判
例
の
中
に
現
れ
る
。
封
主
が
封
臣
に
よ
る

封
土
の
相
続
を
管
理
す
る
権
限
を
有
す
と
主
張
し
、
未
成
年
の
子
を
残
し
て
封
臣
が
死
ん
だ
後
そ
の
封
土
を
後
見
者
と
し
て
い
っ
た
ん
接
収
し

て
、
封
臣
の
相
続
人
が
成
人
す
る
ま
で
の
間
そ
の
土
地
を
利
用
収
奪
し
、
相
続
人
が
成
人
し
た
の
ち
土
地
を
下
封
ず
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
行

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
～
二
五
九
年
の
条
款
成
立
以
前
に
は
、
封
臣
の
未
成
年
の
後
継
者
に
対
す
る
後
見
権
を
、
封
臣
の
近
親
者
で
は
な
く
三

主
が
も
っ
ぱ
ら
掌
握
す
る
と
い
う
習
慣
は
、
国
王
法
廷
で
あ
れ
州
裁
判
集
会
で
あ
れ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
般
原
則
と
し
て
は
定
ま
っ
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
ブ
ラ
ン
ド
が
判
例
調
査
か
ら
突
き
止
め
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
後
見
権
を
め
ぐ
っ
て
封
主
封
臣
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
法
手
続
は
「
ブ
ラ
ク
ト
ン
」
が
述
べ
る
ほ
ど
に
は
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
王
の
中

央
法
廷
や
巡
回
裁
判
あ
る
い
は
州
裁
判
集
会
で
、
個
別
に
争
わ
れ
、
和
解
し
決
着
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
状

態
に
起
因
す
る
問
題
点
の
改
善
を
諸
侯
が
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
～
二
五
八
年
の
ヒ
ュ
ー
・
バ
イ
ゴ
ッ
ド
の
巡
回
の
結
果
を

．
見
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
い
う
の
が
ブ
ラ
ン
ド
説
で
あ
る
。
一
二
五
八
年
の
秋
以
降
、
～
二
五
九
年
の
二
～
三
月
に
か
け
て
の
条
款
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

草
案
の
中
に
、
規
定
と
し
て
で
は
な
い
が
、
封
主
導
臣
関
係
の
雷
及
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
二
五
九
年
～
○
月
の
ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
に
は
こ
れ
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
巡
圓
裁
判
の
結
果
を
踏
ま
え
て
調
整
さ
れ
、
一
二
六
七
年
の
モ
ー
ル
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バロンの反乱期における在地領主の相続問題（朝治）

バ
ラ
法
や
一
二
七
八
年
の
グ
ロ
ス
タ
法
で
改
訂
・
再
規
定
さ
れ
た
。

　
上
記
の
よ
う
な
改
革
を
盛
り
込
ん
だ
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
は
、
そ
の
後
の
法
廷
で
実
際
に
適
用
さ
れ
た
の
か
を
ブ
ラ
ン
ド
は
確
か
め
よ

う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
一
二
六
〇
年
代
の
巡
圓
裁
判
記
録
を
丹
念
に
調
べ
た
結
果
、
「
条
款
に
違
反
し
て
」
と
か
、
「
条
款
に
従
っ
て
」
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

語
句
を
判
決
文
中
に
発
見
し
て
、
条
款
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
以
降
、
死
ん
だ
封
臣

の
未
成
年
の
後
継
者
に
対
す
る
、
封
主
に
よ
る
後
見
権
の
不
正
な
行
使
を
取
り
締
ま
る
方
向
へ
と
規
制
が
設
け
ら
れ
、
一
二
七
八
年
制
定
の
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ロ
ス
本
法
で
は
、
封
主
の
権
限
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
死
ん
だ
封
臣
の
来
成
年
の
相
続
人
に
対
す
る
後
見
権
を
、
封
主
が
独
占

し
て
管
理
す
る
の
が
大
前
提
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
所
与
の
も
の
と
見
な
し
て
し
ま
う
と
、
本
文
で
述
べ
た
キ
ー
家
が
直
面
し
て
い
た
問
題
を

歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
は
畠
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
封
臣
は
土
地
の
占
有
を
確
保
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
近
親
以
外
の
後
見

権
者
が
土
地
を
荒
廃
さ
せ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
生
前
に
相
続
人
と
な
る
で
あ
ろ
う
人
物
（
多
く
の
場
合
は
息
子
）
に
下
墨
し
て
お
く
。
封

主
か
ら
見
る
と
、
こ
の
方
法
を
使
わ
れ
る
と
後
見
権
を
使
う
機
会
、
あ
る
い
は
相
続
上
納
金
取
得
機
会
が
訪
れ
な
く
な
る
。
ブ
ラ
ン
ド
が
注
意

を
喚
起
す
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
悪
人
と
見
な
す
思
考
法
で
は
事
態
を
正
確
に
は
捉
え
得
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
一
二
五

八
年
に
国
王
が
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
の
罰
金
を
免
除
し
た
例
は
、
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
息
子
ジ
ョ
ン
へ
生
前
に
占
有
を
与
え
よ
う
と
し
た
場
合
か

　
　
　
　
⑬

も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
・
ズ
ー
シ
ュ
が
下
主
と
し
て
の
立
場
を
か
た
く
な
に
守
ろ
う
と
し
た
の
も
、
あ
な
が
ち
不
当

と
は
い
え
ず
、
覆
革
臣
策
と
し
て
理
解
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
相
続
に
関
し
て
、
バ
ロ
ン
の
改
革
運
動
初
期
に
改
革
の
主
導
権
を
握
っ
た
諸
侯

に
課
さ
れ
た
任
務
は
、
封
主
早
撃
関
係
そ
の
も
の
を
整
序
し
得
る
よ
う
な
国
制
と
し
て
の
ル
ー
ル
作
り
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
だ
け
で
は
両
者

の
対
立
を
解
消
し
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
そ
れ
を
解
決
す
べ
き
国
王
の
あ
る
い
は
「
公
権
力
」
と
で
も
称
す
べ
き
権
力
の
役
割
が
重
要
に
な
る
。

先
の
例
で
は
国
王
は
ジ
ョ
ン
に
罰
金
を
免
除
す
る
だ
け
で
、
書
い
換
え
れ
ば
恩
顧
の
配
分
に
よ
っ
て
臣
下
の
患
誠
心
を
つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
す

　
　
　
⑳

る
だ
け
で
、
問
題
そ
の
も
の
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
任
務
を
担
う
た
め
に
、
新
た
に
組
織
さ
れ
た
国
政
改
革
の
た
め
の
諸
侯
の

一
五
人
委
員
会
、
つ
ま
り
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
条
款
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
た
カ
ウ
ン
シ
ル
は
そ
の
後
、
国
王
と
共
同
し
て
封
主
潮
臣
両
者
の
利
害

2ro　（349）



を
調
整
す
る
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
改
革
の
結
果
は
紆
余
曲
折
を
経
て
功
を
奏
し
、
～
二
七
九
年
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ロ
ル
ズ
に
は
在
地
領
主
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
は
国
王
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

臣
で
あ
る
ジ
ョ
ン
E
の
息
子
ウ
ォ
ル
タ
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
か
ら
騎
士
役
で
キ
ー
と
ハ
ト
リ
に
土
地
保
有
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
キ
ー
家
と

ト
レ
イ
リ
家
と
の
土
地
保
有
を
め
ぐ
る
権
利
関
係
は
、
封
主
濫
訴
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
国
王
の
作
成
し
た
文
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
業
主
封
臣
両
者
の
権
利
を
守
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
課
題
は
、
領
主
階
級
の
合
意
に
基
づ
く
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
で
の
ル
ー
ル
作

成
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
在
地
領
主
の
不
満
や
要
求
が
諸
侯
に
よ
る
国
政
改
革
に
ま
で
繋
が
る
具
体
的
な
道
筋
を
た
ど
る
こ
と
は
、
史
料
の
制
約
上
困
難
で
あ
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
し
両
者
が
リ
ン
ク
す
る
べ
き
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
行
論
の
過
程
で
示
し
得
た
と
思
わ
れ
る
。
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①
Ω
菱
く
。
ド
r
岩
’
ω
㊤
G
。
「

②
上
述
し
た
よ
う
に
封
織
勅
状
録
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
亡
妻
モ
ー
ド
の
相
続
財
産

　
を
鍛
悪
露
で
保
有
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
財
務
府
裁
判
記
録
に
拠
れ

　
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
死
亡
時
に
彼
の
遺
族
で
あ
る
ヘ
ン
リ
が
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ

　
の
占
有
を
獲
得
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
一
二
七
二
年
越
死
亡

　
し
た
ジ
ョ
ン
韮
の
死
後
審
問
記
録
に
は
キ
ー
の
荘
園
を
彼
が
保
有
し
て
い
た
こ
と

　
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
Ω
ρ
冨
①
Q
。
る
b
。
ら
．
ミ
圃
　
恥
災
偽
9
0
毯
偽
§
き
鴨

　
吋
§
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o
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ρ
お
ピ

③
寒
ミ
博
§
＜
。
ピ
ト
。
も
』
刈
◎

④
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ケ
ム
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リ
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ァ
、
リ
ト
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・
シ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
村
の
荘
園

　
領
主
と
教
区
民
」
『
関
西
大
學
文
學
論
集
臨
五
一
i
四
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
王

　
－
一
〇
七
頁
。
（
拙
著
『
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
乱
臨
京
都
大
学
学
術

　
出
版
会
、
所
収
）

⑤
　
城
戸
毅
、
前
掲
書
、
一
一
三
頁
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円
H
Φ
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露
簿
ω
き
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b
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§
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メ
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b
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翼
署
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高
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．

⑦
城
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、
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掲
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、
＝
二
頁
。
日
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墨
字
Φ
9
匿
ω
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彊
弩
昆
翼
薯
’

　
一
昏
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山
G
Q
．

⑧
し
u
鎚
愛
甲
勺
‘
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Φ
O
。
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き
犀
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。
h
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Φ
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。
晒
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弓
碧
。
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巨
㌘
｛
。
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∂
α
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o
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一
ト
。
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刈
）
δ
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㊦
U
Φ
＜
①
一
〇
唱
筥
⑦
艮
o
h
昏
⑦
O
。
ヨ
5
8
八
二
二
一
p
団
お
す
薮
曽

　
℃
ず
U
．
笹
Φ
ω
グ
O
ゑ
9
μ
冨
♂
　
b
d
H
鴛
F
や
蓉
、
零
》
し
6
犠
越
謹
§
開
口
ミ
ら
舞

　
O
p
ヨ
げ
甑
猪
ρ
卜
⊃
0
8
甲
く
鉱
⑦
導
ρ
O
‘
§
⑩
§
§
豆
§
翫
℃
、
§
鉢
§
客
寄
s
詳
診

　
§
ミ
ミ
吋
錯
隷
ミ
諺
路
σ
q
p
寅
b
。
O
O
G
。
．
朝
治
啓
三
「
バ
ロ
ン
の
反
蹴
期
に
お
け

　
る
特
別
巡
回
裁
判
記
録
偏
『
史
学
雑
誌
』
九
九
一
＝
、
一
九
九
〇
年
。
同

　
「
ア
ー
ミ
ン
グ
フ
オ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
糖
審
員
た
ち
偏
『
史
学
雑
誌
謡
　
一

　
〇
九
－
一
二
、
二
〇
〇
〇
年
。
同
「
ト
リ
プ
ロ
ウ
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
陪
審
員
た

　
ち
」
『
西
洋
史
研
究
』
新
輯
三
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
。
同
「
一
二
五
八
年
の
国
王

　
と
評
議
会
に
よ
る
権
力
編
成
」
咽
関
西
大
學
文
學
論
集
喚
五
三
一
四
、
二
〇
〇
四

　
年
。
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⑨
卵
Φ
訂
ヨ
p
魯
．
ミ
》
署
’
δ
り
山
刈
。
。
．
．
誤
Φ
田
δ
⇒
芭
O
。
自
巳
毛
Q
ω
8
け

　
ヨ
。
＜
Φ
島
ξ
ω
⑦
窪
し
・
げ
9
器
ω
ぎ
陣
2
①
ω
諺
一
p
樽
ご
ω
ヨ
簿
耳
Φ
困
．
、
ワ
一
事
．
城
戸
前
掲
書
、

　
一
二
七
一
八
頁
に
は
「
陪
臣
の
権
利
の
保
護
に
関
す
る
諸
規
定
」
と
し
て
、
条
款

　
に
お
け
る
、
出
仕
義
務
の
制
限
、
領
地
外
で
の
差
し
押
さ
え
の
禁
止
と
並
ん
で
、

　
封
駆
の
相
続
人
の
権
利
保
護
条
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
同
書
一
一
一
四
一
五
、

　
一
五
一
一
二
、
一
五
九
頁
参
照
。

⑩
拙
著
、
七
～
1
七
八
頁
。
な
お
城
戸
前
掲
書
、
【
二
八
一
九
頁
、
［
条
款
は
陪

　
臣
の
立
場
を
も
っ
と
も
重
点
的
に
考
慮
し
て
い
る
。
」

⑪
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
新
た
に
整
序
、
莫
訳
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
司

　
法
条
項
の
第
九
条
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
σ
鑓
⇒
負
器
嵩
笠

　
b
u
ミ
§
銃
も
ワ
念
㌣
舘
．
「
も
し
被
椙
続
人
の
死
亡
時
に
嗣
子
が
未
成
年
で
あ
り
、

　
彼
の
封
印
が
彼
の
土
地
の
後
見
権
を
保
持
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
し
て
封
主
が
か

　
の
相
続
人
が
成
醸
し
た
時
点
で
か
の
土
地
を
相
続
入
へ
と
、
訴
訟
す
る
こ
と
な
し

　
に
は
引
き
渡
さ
な
い
な
ら
ば
、
件
の
椙
続
人
は
被
相
続
人
死
亡
の
時
点
の
状
態
で
、

　
成
人
し
た
と
き
以
来
の
引
き
渡
し
留
保
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
と
共
に
、
か
の
土

　
地
を
取
り
戻
す
。
」

　
　
寧
N
職
帖
黙
饅
§
滝
ミ
N
b
§
馬
ミ
§
廉
く
。
ピ
ω
で
は
第
九
条
の
一
部
と
見
な
さ
れ
て

　
い
た
条
文
は
、
ブ
ラ
ン
ド
で
は
　
○
条
と
し
て
独
立
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
じ
ご
話
p
負

　
署
．
命
O
山
G
。
9
「
も
し
成
人
し
た
相
続
人
が
被
棺
続
人
の
死
後
、
し
か
る
べ
き
梢

　
続
人
と
し
て
認
め
ら
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
推
定
法
定
栢
続
人
と
し
て
占
有
を
得

　
た
な
ら
ば
、
封
主
は
彼
を
排
除
し
て
は
な
ら
ず
、
財
主
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ

　
る
た
め
の
単
純
占
有
以
外
は
、
如
何
な
る
も
の
を
も
持
っ
た
り
取
り
去
っ
た
り
し

　
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
封
主
が
そ
の
相
続
人
か
ら
占
有
を
悪
意
で
排
除
し
続
け
る

　
な
ら
ば
、
先
主
死
亡
訴
訟
あ
る
い
は
o
o
ω
一
暴
σ
q
Φ
訴
訟
を
用
い
て
争
う
必
要
が
あ

　
り
、
損
害
を
新
侵
奪
訴
訟
に
よ
っ
て
回
復
す
べ
し
。
」
第
～
二
条
は
従
来
通
り
の

　
条
文
番
号
で
あ
る
。
鋤
奉
仕
保
有
の
相
続
の
規
定
で
あ
り
、
「
後
見
入
は
相
続
人

　
の
利
益
の
た
め
に
」
と
か
、
門
椙
続
人
の
結
婚
権
を
本
人
の
利
益
の
た
め
以
外
に

　
は
譲
渡
、
売
却
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
相
続
人
の
利
益
を

　
保
護
し
た
、
そ
し
て
後
見
人
の
不
正
を
阻
止
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
＝
｝
五

　
八
年
以
後
の
地
方
巡
回
で
の
本
文
中
で
ふ
れ
た
キ
ー
家
や
ト
レ
イ
リ
家
が
直
面
し

　
て
い
た
不
満
解
決
を
、
こ
の
形
で
行
お
う
と
す
る
制
定
者
の
意
図
が
伺
わ
れ
る
。

　
こ
の
時
点
で
は
諸
侯
は
改
革
の
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
た
た
め
、
封
臣
に
「
配

　
慮
偏
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
結
⑯
参
照
。

⑫
し
d
鑓
コ
F
号
ら
ド
で
唱
．
島
。
。
点
り
．
第
六
条
は
「
寡
婦
産
訴
訟
に
お
い
て
は
、
少

　
な
く
と
も
～
年
に
四
日
が
与
え
ら
れ
る
べ
し
。
そ
し
て
も
し
都
合
が
よ
け
れ
ば
さ

　
ら
に
多
く
」
と
規
定
さ
れ
た
。
行
政
条
項
の
第
八
条
は
「
現
在
国
王
の
手
に
あ
る

　
後
見
権
を
売
却
す
る
た
め
に
、
二
入
の
善
良
者
が
任
命
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」
と
規

　
定
さ
れ
て
お
り
、
従
来
は
国
王
が
後
見
権
を
無
秩
序
に
売
却
し
た
こ
と
へ
の
歯
止

　
め
策
と
な
っ
て
い
る
。
寧
軋
慧
雰
ミ
識
ミ
N
b
§
§
鴨
、
N
芦
く
。
一
．
ω
も
O
．
ω
①
。
。
－
刈
ρ

⑬
条
款
に
お
い
て
、
螺
夫
産
に
つ
い
て
の
規
定
が
何
故
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
に

　
つ
い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
も
述
べ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
ベ
イ
カ
ー
は
メ
イ
ト
ラ
ン
ド

　
を
批
判
し
つ
つ
、
バ
ロ
ン
反
乱
期
の
問
題
点
に
つ
い
て
短
く
答
え
て
い
る
。
前
掲

　
訳
書
、
二
五
四
、
二
五
六
頁
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
で
取
り
上
げ
た
例
で
は
ジ

　
ョ
ン
∬
・
ド
・
ト
レ
イ
リ
の
抱
え
る
問
題
に
は
、
条
款
は
答
え
て
い
な
い
。

⑭
じ
口
、
§
斜
器
謡
撃
b
d
ミ
§
い
ミ
N
図
葉
翫
§
も
や
罐
ふ
刈
．

⑮
b
し
σ
ミ
も
P
窃
①
よ
S
行
政
条
項
の
第
二
八
条
は
「
共
同
体
あ
る
い
は
、
共
同

　
体
の
＝
一
人
あ
る
い
は
そ
の
他
か
ら
二
人
が
、
最
高
司
法
官
と
共
に
、
民
訴
裁
判

　
所
に
配
遣
さ
れ
る
べ
し
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

⑯
艶
碧
F
℃
7
U
．
9
⑦
。
。
昼
緊
O
．
改
訂
版
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
条
款
も
ブ
ラ
ン

　
ド
の
轡
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
じ
d
類
p
9
鍵
嵩
撃
b
u
ミ
d
δ
庖
継
ω
O
直
仁
ρ
モ
ー
ル

　
バ
ラ
法
で
は
封
臣
保
護
の
部
分
が
薄
れ
、
呼
野
保
護
の
規
定
が
目
立
つ
よ
う
に
な

　
る
。
た
と
え
ば
、
第
六
条
に
は
「
「
如
何
な
る
封
主
も
彼
の
後
見
権
を
失
う
こ
と

　
は
な
い
」
と
か
、
門
そ
の
よ
う
な
詐
術
で
は
、
如
何
な
る
封
主
も
彼
の
後
見
権
を

　
失
う
こ
と
は
な
い
」
と
い
っ
た
条
文
が
あ
る
。
じ
d
昼
⇒
負
曾
．
貸
計
署
．
心
爵
よ
ω
’
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⑰
肉
§
ミ
亀
“
〈
。
轡
N
ミ
9
竃
蝕
斤
目
鼠
堕
§
ミ
も
や
ミ
幽
り
’

⑱
｝
W
H
鴛
9
蓉
嵩
撃
b
尊
ミ
§
勉
塾
ミ
ぎ
匙
§
も
や
①
①
よ
。
。
’

⑲
導
ミ
ら
唱
．
①
①
よ
G
。
一
法
制
史
教
科
書
は
9
§
ミ
鼻
⑦
阜
ξ
閏
鷲
一
㍗
○
臥
。
算

　
冨
O
μ
や
。
。
膳
や
、
b
d
ミ
ミ
§
“
Φ
9
げ
出
門
げ
。
ヨ
①
曽
《
駄
Φ
¢
℃
“
6
①
O
。
ψ
H
押
N
驚
の

　
記
述
を
そ
の
ま
ま
事
実
で
あ
る
と
前
提
し
て
い
た
が
、
ブ
ラ
ン
ド
は
判
例
を
丹
念

　
に
た
ど
っ
て
、
事
実
を
確
か
め
た
の
で
あ
る
。

㊧
　
昆
隷
U
o
o
・
」
O
（
選
．
一
認
幽
ω
翼
も
。
命
帥
㎝
ご
じ
σ
【
営
負
号
．
聾
も
唱
」
り
①
－
O
O
。
堕

　
一
⑩
G
。
幽
O
ω
一
鱒
鳶
も
9
し
か
し
そ
れ
以
前
の
一
二
五
八
年
五
月
の
「
バ
ロ
ン
の
講

　
願
偏
に
は
、
相
続
問
題
の
解
決
を
塾
む
旨
の
記
述
が
既
に
あ
る
。
旨
焦
署
5

　
刈
①
1
刈
り
．

⑳
　
じ
d
憎
雪
斜
§
」
避
署
．
冨
O
山
鳴
P
そ
の
う
ち
の
｝
つ
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ァ
の

　
例
を
示
す
と
、
簾
書
者
の
幻
ざ
審
「
鳥
号
日
。
＝
㊦
ω
『
琶
が
被
害
者
密
。
ぎ
一
窃
G
。
○
鐸

　
o
｛
四
一
〇
冨
旺
。
晩
じ
ヴ
¢
署
Φ
嵩
と
．
訴
訟
に
な
り
、
加
害
者
側
の
出
廷
義
務
違
反
に
よ

　
り
、
シ
ェ
リ
フ
冒
ぎ
駄
ω
o
巴
Φ
冨
が
㎎
マ
ル
ク
を
科
し
た
が
、
こ
れ
が
条
款
の

　
第
四
条
の
規
定
に
違
反
す
る
と
し
て
、
巡
園
裁
判
官
が
無
罪
に
し
た
。
6
d
鑓
p
9

　
曇
竃
計
醤
．
這
一
－
認
一
勲
§
韓
G
s
題
駄
㍗
8
§
ミ
§
き
。
ミ
§
，
蹄
§
譜
、
き
ミ
望

　
嶺
ω
①
匡
Φ
口
G
o
o
鼠
卑
ざ
く
。
ピ
①
O
し
震
押
や
憲
ご
℃
国
ρ
冒
ω
二
＼
Q
。
卜
。
噂
旨
卜
⊃
①
．
そ

　
の
他
の
例
に
つ
い
て
は
、
ご
U
鎚
ロ
負
号
．
q
鋒
も
P
這
ω
ー
ト
っ
餅
ウ
ェ
ス
ト
、
、
、
ン
ス
タ

　
条
款
の
新
し
い
現
代
英
語
訳
は
ブ
ラ
ン
ド
の
本
の
付
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
ご
d
冨
口
9
魯
．
職
赴
O
ワ
蛇
一
轍
鱒
■
こ
れ
は
ω
o
o
9
㈹
Φ
保
有
の
場
合
で
あ
る
。
騎
士

　
役
保
有
の
場
合
に
は
、
モ
ー
ル
バ
ラ
法
第
六
条
の
規
定
は
封
主
か
ら
成
人
し
た
被

　
後
見
人
へ
の
後
見
権
を
奪
う
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
父
が
子
供

　
の
利
益
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
偽
の
後
見
入
ρ
葛
臨
α
q
き
a
貯
p
を
設
定
し
て
、

　
子
供
が
成
人
し
た
と
き
に
無
条
件
で
封
の
相
続
が
出
来
る
よ
う
に
計
ら
っ
た
事
例

　
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
や
ブ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
が
想
定
し
た
よ
り

　
も
、
門
主
側
の
利
益
を
維
持
す
る
規
定
が
必
要
で
あ
る
度
合
い
が
高
か
っ
た
と
ブ

　
ラ
ン
ド
は
主
張
す
る
。
し
ウ
鎚
⇒
負
曾
マ
ミ
も
ワ
一
り
？
O
O
。
る
O
鼻
■
竃
p
三
自
F
9
㍗

　
ミ
貼
ミ
智
鴨
タ
＜
o
一
■
N
竈
高
。
。
卜
⊃
・
c
。
9
コ
β
o
ζ
Φ
売
卜
馨
¢
貯
翫
§
駄
肉
蹴
起
亀
ミ
ト

　
慧
鳥
㌣
G
。
ρ

㊧
ブ
ラ
ン
ド
し
d
茜
鵠
負
曇
鼠
計
b
．
一
⑩
メ
⇒
㎝
心
は
b
づ
＄
P
旨
9
”
≦
‘
§
Q
b
鴨
q
奪
N
偽

　
駄
目
軋
執
罫
蜜
戸
口
駐
詳
冨
§
o
げ
窃
審
r
一
り
①
c
。
も
』
軽
の
間
違
い
を
指
摘
し
て
い

　
る
。
り
d
Φ
鴛
説
に
よ
る
と
、
封
臣
が
生
前
に
息
子
に
下
書
し
た
と
き
、
そ
の
封
臣

　
は
ま
だ
そ
の
土
地
の
占
有
者
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
る
が
、
ブ
ラ

　
ン
ド
は
そ
れ
で
は
、
占
有
の
移
転
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
封
主
は
後
見
権
を
主
張

　
し
続
け
得
る
と
言
え
る
と
し
て
、
批
判
す
る
。

⑳
　
国
王
に
よ
る
恩
顧
の
偏
っ
た
配
分
と
、
改
革
運
動
後
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
拙

　
稿
「
一
二
六
四
年
の
治
安
官
」
村
岡
健
次
、
鈴
木
利
章
、
川
北
稔
編
『
ジ
ェ
ン
ト

　
ル
マ
ン
臨
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
、
二
一
四
〇
頁
参
照
。

⑳
　
ち
な
み
に
　
嗣
名
の
ジ
ョ
ン
・
ド
・
キ
ー
と
い
う
人
物
は
｝
二
七
六
年
以
後
、

　
中
央
や
地
方
の
裁
判
業
務
で
働
く
多
く
の
役
人
の
中
に
も
い
る
。
b
σ
峯
口
倉
℃
こ

　
§
鴨
§
ぎ
蒔
駄
導
鴨
○
ミ
ミ
嵩
§
卜
亀
鐸
自
切
日
露
巴
。
戸
む
り
ト
の
甲
や
一
一
　
ゆ
「
鴛
鼻

　
§
鴨
9
蛍
冒
駄
ミ
Q
寧
軋
商
圏
卜
馨
N
》
，
管
鴇
§
v
b
口
『
o
囲
毫
色
一
し
㊤
㊤
卜
。
闇
竈
．
①
◎

　
H
c
o
⑩
’

⑱
肉
鋼
く
○
洲
b
。
も
や
お
㌣
り
N

⑳
　
ジ
ョ
ン
H
・
ド
・
ト
レ
イ
り
が
反
乱
荷
担
を
赦
さ
れ
た
と
き
、
彼
の
肩
書
き
は

　
グ
ロ
ス
タ
伯
の
バ
チ
ェ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
Ω
戴
】
一
ト
⊃
①
①
山
N
唱
■
置
①
．
な
お
佐
藤

　
伊
久
男
「
貴
族
に
よ
る
［
政
治
的
改
革
」
運
動
の
構
造
」
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
研
究

　
会
編
『
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
研
究
』
由
川
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
一
一
一
～

　
～
三
頁
に
も
ト
レ
イ
リ
の
名
が
σ
舞
。
麸
保
有
者
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
は

　
冒
o
o
μ
愚
．
ミ
も
唄
5
。
。
か
ら
の
再
引
用
で
あ
る
。
複
数
の
州
に
土
地
と
封
臣

　
を
持
つ
直
臣
、
バ
ロ
ン
た
ち
（
諸
侯
）
と
、
国
政
改
革
に
立
ち
上
が
っ
た
伯
な
ど

　
の
眉
書
き
を
持
つ
大
貴
族
と
は
こ
の
よ
う
な
関
係
で
繋
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

　
る
。
な
お
バ
チ
ェ
ラ
…
に
つ
い
て
は
次
も
参
照
。
城
戸
前
掲
書
、
一
二
六
－
七
頁
。
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バロンの反乱期における荘地領主の相続闘題（朝治）

門
付
記
】
　
本
稿
は
平
成
【
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
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Inheritance　Problem　in　the　Time　of　Baronial　Reform　Movement，　1258－67

by

AsAJI　Keizo

　　During　the　Barons’　War　in　England，　1258　67，　various　constitutional　reforms

were　initiated　by　the　magnates　in　King’s　Councll．　ln　June　1264　shire　lmights　frorn

each　coun£y　were　summoned　to　a　parliament．　And　in　January，　1265，　two　burges－

ses　of　some　boroughs　were　surnmoned　to　a　parliament　in　London．　These　two

events　were　overvalued　by　the　constitutiona玉his£面ans　h　late　n血eteenth　century

England．　They　stressed　that　during　the　baronial　reform　movement　some　reforms

were　planned　for　the　benefit　of　the　new　growing　class，　lmights　and　burgesses，　by

the　altruistic　magnates．

　　In　fact　the　initiative　of　the　movement　was　assumed　by　several　magnates，　amoRg

whom　there　were　earls　of　Leicester，　Gloucester　and　Norfolk．　But　were　they　in－

tending　to　reform　for　the　benefit　of　knights　and　burgesses　actually？　Before　the

movement　began　they　had　been　suffering　from　various　troubles，　such　as　unjust

distraint，　arising　from　feudal　connection　between　their　compeer　barons　and　theh－

lmightly　tenants．　For　example，　some　tenants　quit　the　obligation　of　suit　of　court　to

their　lords．　Lords　sometimes　violently　distressed　those　quitters．　Both　lords　and

tenants　were　annoyed　with　wardship，　dower　and　curtesy．

　　In　this　article　some　examples　of　judicial　cases　in　eyre　and　in　the　court　of　com－

men　pleas　concerning　the　troubles　abovementioned　are　analyzed，　and　how　those

local　problems　became　the　crucial　issues　of　reform　even　necessary　for　magnates

as　lords　of　those　tenants，　wik　be　explained．　Reforms　initiated　in　the　baronial

movement　were　to　be　completed　in　the　form　of　staeutes　in　Edward　1’s　reign．
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